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序
論
姚
合
（
大
一
二
777～
會
昌
二
年
842）
は
、
最
官
名
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
彼
の
最
初
期
の
官
名
で
あ
る
武
功
縣

に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
姚
武
功
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
１
）。
こ
の
姚
武
功
の
呼
稱
は
、
早
く
は
『
新
書
』
卷
一
二
四
「
姚
合
傳
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
（
姚
）
合
、
元
和
中
士
	第
、

武
功
尉
、
善
詩
、
世
號
姚
武

功

。
監
察
御
史
、
累
轉
給
事
中
。
…
…
陝
觀
察
使
、

祕
書
監
。
姚
合
が
獨
自
に
作
り
上
げ
た
樣
式
を
、
世
に
武
功
體
と
稱
す
る
。
そ
の
名
稱
は
、
姚
合
が
早
年
、
武
功
縣

だ
っ
た
時
期
に
形
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
む
も
の
で
あ
る
。
姚
合
は
こ
の
時
期
に
、
「
武
功
縣
中
作
三
十
首
」
「
春
十
二
首
」
な
ど
の
組
詩
を
制
作
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
詩
體
が
、
武
功
體
で
あ
る
。
姚
合
は
生
、
す
で
に
武
功
體
の
詩
人
と
し
て
價
さ
れ
て
い
た
。
賀
「
姚
合

中
」
詩
に
「
重
來
爲
守
土
臣
、
高
似
武
功
貧
」
と
し
て
、
姚
合
の
文
學
一
般
が
見
せ
る
「
高
」
な
風
格
が
、
武
功
縣

時
期
の
「
貧
」
を
特
と
す
る
い
わ
ゆ
る
武
功
體
の
文
學
の
繼
承
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
そ
も
そ
も
「
武
功
縣
中
作
三
十
首
」
は
、
武
功
體
の
粹
を
示
す
一
卷
の
詩
集
と
し
て
單
行
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
（
２
）。
姚
合
の
名
は
、
詩
壇
に
お
け
る
武
功
體
の
功
に
よ
っ
て
記
憶
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
武
功
體
形
の
場
と
な
っ
た
武
功
縣
と
は
、
一
體
い
か
な
る
場

で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
姚
合
が
在
任
し
た
武
功
縣

と
は
、
一
體
い
か
な
る
官
職
で
あ
っ
た
の
か
。
後
世
の
武
功
體
に
つ
い
て
の
論
は
、
こ
の
よ
う
な
問
い
の
中
か
ら
武
功
體
の
性
格
を
考
察
し
よ
う
と
し
て
き
姚
合
の
官
と
武
功
體
松
原

た
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
も
、
ま
ず
こ
う
し
た
問
題
か
ら
檢
討
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
論
た
ち
は
指
摘
す
る
。

は
、
官
僚
組
織
の
末
端
に
い
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
小
官
に
ぎ
な
い
。
ま
た
武
功
縣
は
、
長
安
か
ら
く
離
れ
た
邊
鄙
な
小
縣
に
ぎ
な
い
。
姚
合
は
こ
の
武
功
縣

の
官
職
に
不
滿
を
い
て
い
た
。
例
え
ば
曹
方
林
「
姚
合
詩
初
探
」
（
『
	

師
專
學
報
』
一
九
八
六
年
第
一
期
、
二
七
頁
）
に
は
、
の
よ
う
に
括
し
て
い
る
。姚
合
の
詩
歌
の
傳
存
す
る
も
の
は
五
百
余
首
。
そ
の
中
の
相
當
部
分
が
、
末
端
小
の
官
職
に
置
か
れ
た
境
に
對
す
る
悲
哀
を
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
彼
の
早
年
の
官
と
は
、
關
し
て
い
る
。
元
和
十
一
年
、
姚
合
は
第
し
て
武
功
縣

、
富
・
萬
年
の
縣
尉
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
後
十
年
は
下
積
み
で
あ
っ
た
。

は
閑
職
で
あ
り
、「
勾
稽
省
鈔
目
」
（『
文
獻
考
』
卷
六
三
）
の
仕
事
を
す
る
だ
け
だ
っ
た
。
縣
尉
の
官
品
は
さ
ら
に
低
く
か
っ
た
。
ど
れ
も
文
士
の
初
任
官
で
あ
っ
た
が
、
俗
吏
で
あ
り
、
書
中
の
校
書
の
よ
う
な

の
官
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
代
は
重
輕
外
の
風
が
あ
り
、
武
功
は
京
か
ら
く
た
っ
て
い
た
。
地
は
 涼
と
し
て
い
て
、
姚
合
は

と
な
っ
て
三
年
、
失
意
の
中
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
心
!が
、
名
作
「
武
功
縣
中
作
三
十
首
」
に
集
中
"に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
…
…
こ
れ
ら
の
詩
句
に
は
、
詩
人
の
官
況
蕭
條
た
る
樣
を
見
て
取
る
こ
と
が
出
來
る
。
詩
に
は
正
直
に
、
ま
た
細
や
か
に
下
#官
僚
の
矛
盾
に
滿
ち
た
心
理
と
$痛
が
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
上
司
の
%息
を
伺
う
生
活
を
ご
す
こ
と
は
、
彼
に
は
甚
だ
$痛
だ
っ
た
。
彼
は
、
歸
隱
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。
「
武
功
體
と
は
、
武
功
縣

と
い
う
、
邊
鄙
な
小
縣
の
末
端
の

官
に
置
か
れ
た
不
感
を
べ
た
文
學
の
こ
と
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
な
武
功
體
の
解
釋
は
、
代
の
官
制
に
對
す
る
不
正
確
な
理
解
（
３
）の
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
實
は
、
當
の
姚
合
の
武
功
體
の
詩
篇
の
中
か
ら
&き
出
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。
姚
合
は
、
武
功
縣

の
官
職
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
官
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
武
功
縣
が
邊
鄙
な
片
田
舍
に
あ
る
こ
と
を
、
繰
り
'し
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
作
の
其
一
を
讀
ん
で
お
こ
う
。
武
功
縣
中
作
三
十
首
（
其
一
）
姚
合
縣
去
(


縣
は
(
を
去
る
こ
と
く
爲
官
與
隱
齊
官
と
爲
る
も
隱
と
齊
し
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
60
馬
隨
山
鹿
放
馬
は
山
鹿
に
隨
ひ
て
放
た
れ
雜
野
禽
棲
は
野
禽
に
雜
り
て
棲
む
遶
舍
惟
架
舍
を
遶
る
は
惟
だ
架
階
是
藥
畦
階
を
す
は
是
れ
藥
畦
更
師
叔
夜
更
に
叔
夜
を
師
と
す
る
も
不
擬
作
書
題
書
を
作
り
て
題
す
る
を
擬
せ
ず
（
大
意
）
武
功
縣
は
、

長
安
か
ら
く
隔
た
り
、
官
と
な
っ
て
も
隱
	と
同
じ
だ
。
馬
は
山
鹿
の
群
れ
の
中
に
放
た
れ
、
は
、
野
鳥
と
一

に
わ
れ
て
い
る
。
官
舍
の
り
は
、

。
階
ま
で
び
る
の
は
、
藥
畦
。
康
先
生
に
師
事
し
て
は
い
る
が
、
か
の
「
山
源
に
與
へ
て
交
す
る
の
書
」
の
よ
う
な
俗
物
に
交
を
申
し
渡
す
手
紙
を
書
く
の
は
億
劫
な
の
だ
。
「
爲
官
與
隱
齊
」
は
、
職
務
に
對
す
る
き
足
り
な
さ
を
、「
縣
去


」
は
、
武
功
縣
が
邊
鄙
な
土
地
で
あ
る
こ
と
を
、「
階
是
藥
畦
」
は
、
體
の
不
良
を
暗
示
し
、
總
じ
て
作
體
を
み
む
「
か
っ
た
る
い
氣
分
」
を
先
取
り
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
に
、
「
武
功
縣
中
作
三
十
首
」
の
中
で
姚
合
の
べ
る
不
滿
を
、
便
宜
に
、
五
項
目
「
官
」「
貧
窮
」「
職
務
困
」「
束
」「
邊
鄙
」
に
整
理
し
て
み
よ
う
（
複
數
項
目
に
跨
る
詩
句
あ
り
）。
【
官
】
其
三
：
官
如
馬
足
、
祗
是
在
泥
塵
。
其
十
：
官
長
似
客
、
縣
豈
村
。
其
十
二
：
官


 肉
僭
、
才
短
事
人
非
。
其
二
十
二
：
!生
宜
縣
僻
、
"品
喜
官

。
【
貧
窮
】
其
三
：
到
處
貧
隨
我
、
#年
老
趁
人
。
其
四
：
$書
多
不
會
、
%俸
亦
銷
。
其
十
二
：
官

 肉
僭
、
才
短
事
人
非
。
其
十
七
：
&旬
常
乞
假
、
'
(探
支
錢
。
其
二
十
四
：
久
貧

)易
老
、
多
病
懶
能
醫
。
其
二
十
五
：
醉
臥
疑
身
病
、
貧
居
覺
*
+。
其
二
十
九
：
(俸

,常
-、
無
妨
乏
斗
儲
。
【
職
務
困
】
其
三
：
$書
銷
眼
力
、
杯
酒
.心
/。
其
四
：
$書
多
不
會
、
%俸
亦
銷
。
其
十
七
：
$
0誰
能
問
、
風
1趁
早
眠
。
其
二
十
七
：
2印
三
年
坐
、
山
居
百
事
休
。
姚
合
の
官
歴
と
武
功
体
（
松
原
）
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其
二
十
八
：
今
知
縣
印
、
裏
百
憂
生
。
其
二
十
九
：
自
知
狂
僻
性
、
吏
事
固
相
疏
。
其
三
十
：
作
吏
無
能
事
、
爲
文
舊
功
。
【
束
】
其
六
：
三
考
千
餘
日
、
低

不
擬
休
。
其
七
：
自
多
檢
束
、
不
似
舊
來
狂
。
其
十
五
：
誰
念
東
山
客
、
棲
棲
守
印
床
。
…
…
人
	長
檢
束
、
與
此
豈
相
當
。
其
十
六
：

眉
不
展
、
多
病
怕
逢


。
其
二
十
六
：
衫


驛
使
、
白
髮
憶
山
居
。
【
邊
鄙
】
其
一
：
縣
去



、
爲
官
與
隱
齊
。
其
十
：
官
長
似
客
、
縣
豈
村
。
其
十
一
：
縣
僻
仍
牢
、
人
到
便
迴
。路
當
邊
地
去
、村
入
郭
門
來
。
其
十
三
：
岐
路

少
、
霞
岫
多
。
其
十
四
：
作
吏

裏
、
窮
愁
欲
不
。
其
二
十
二
：
生
宜
縣
僻
、
品
喜
官
。
こ
の
中
に
は
、
相
互
に
矛
盾
す
る
も
の
も
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
俸
錢
は
、
生
活
を
ま
か
な
う
の
に
十
分
だ
っ
た
の
か
？
「
書
多
不
會
、
俸
亦
銷
」
（
其
四
）
に
よ
れ
ば
、
俸
給
は
使
い
切
れ
な
い
で
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
「
旬
常
乞
假
、

探
支
錢
」
（
其
十
七
）・
「
俸

常
、
無
妨
乏
斗
儲
」
（
其
二
十
九
）
は
、
俸
給
の
不
足
を
べ
る
。
し
か
し
表
面
は
矛
盾
す
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
氣
の
 ま
ぬ
文
書
業
務
を
こ
な
し
な
が
ら
俸
に
甘
ん
ず
る
境
!に
不
滿
を
持
つ
と
い
う
點
で
、
"底
し
て
い
る
。
「
俸
亦
銷
」
に
し
て
も
俸
錢
の
潤
澤
を
言
う
も
の
で
は
な
く
、
俸
を
使
う
余
裕
が
な
い
#に
、
慣
れ
な
い
吏
務
に
$
%さ
れ
る
こ
と
の
不
滿
を
訴
え
る
、
一
種
の
修
辭
&表
現
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
武
功
縣
の
邊
鄙
さ
に
つ
い
て
も
、
「
生
宜
縣
僻
、
品
喜
官
」
（
其
二
十
二
）
と
い
う
肯
定
&な
表
現
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
と
て
も
、
邊
鄙
な
小
縣
に
對
す
る
不
滿
を
'

&に
べ
た
も
で
あ
る
。
か
く
し
て
武
功
體
の
詩
は
、
武
功
縣
(
と
い
う
、
邊
鄙
な
小
縣
の
末
端
の
)官
に
置
か
れ
た
不
!感
を
べ
た
文
學
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
武
功
體
に
よ
っ
て
象
*さ
れ
る
姚
合
の
文
學
一
般
に
つ
い
て
も
、
+
,と
い
う
閉
塞
し
た
政
治
・
-會
.況
の
中
で
、
下
/官
僚
の
不
!
感
を
代
0す
る
も
の
、
と
し
て
明
さ
れ
る
。
先
に
曹
方
林
の
1
を
2げ
た
が
、
以
下
に
、
こ
う
し
た
武
功
體
理
解
の
原
形
と
な
っ
た
『
,
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
62
才
子
傳
』
の
記
も
加
え
て
、
三
人
の
論
の
見
解
を
紹
介
し
た
い
。
＊
＊
＊
＊
＊
①
『
才
子
傳
』
卷
六
「
姚
合
」
蓋
多
下
邑
、
官
況
蕭
條
、
山
縣
涼
、
風
景
凋
之
、
最
工
	
寫
也
。
性
嗜
酒
、
愛

、
頽
然
自
放
、
人
事
生
理
、
略
不
介
意
、
有

人
之
大
觀
。
②
許
總
『
詩
體
論
』
第
十
五
章
「
賈
姚
論
」
第
一
「
賈
姚
詩
歌
創
作
人
生
背
景
」
（
文
津
出
版
、
一
九
九
四
年
、
五
九
三
頁
）
賈
島
と
比
較
す
れ
ば
、
姚
合
の
人
生
經
は
余
安
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
從
曾
で
あ
る
姚
崇
は
開
元
の
名
宰
相
で
あ
り
、
父
の
姚
は
か
つ
て
相
州
臨
河
縣
令
で
あ
り
、
姚
合
自
身
の
官
も
比
較

順
で
あ
っ
て
、
賈
島
の
よ
う
に
生
涯
會
の
底
に
沈
淪
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
は
言
う
も
の
の
、
衰
の
を
辿
る
時
代
の
雰
圍
氣
と
、
民
衆
の
お
か
れ
た
容
易
な
ら
ざ
る
會
況
の
中
で
、
姚
合
も
ま
た
貧
の
生
活
を
味
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
莊
居
野
行
」
の
詩
に
言
う
。
客
行
野
田
、
此
屋
皆
閉
。
借
問
屋
中
人
、
盡
去
作
賈
。
官
家
不

、
農
作
。
居
人
盡
東
西
、
路
壟
畝
。
玉
上
山
顛
、
探
珠
入
水
府
。
邊
兵
索
衣
、
此
物
同
泥
土
。
古
來
一
人
 、
三
人

!
"。
如
今
千
萬
家
、
無
一
把
鋤
犁
。
我
倉
常
空
#、
我
田
生
$藜
。
上
天
不
雨
粟
、
何
由
活
烝
黎
。
こ
の
詩
が
暴
露
し
て
い
る
の
は
、
棄
農
し
て
業
に
走
る
會
問
題
で
あ
る
が
、
田
地
の
廢
に
つ
い
て
の
客
%
な
&寫
と
、
民
衆
の

'の
生
活
に
つ
い
て
の
共
感
を
交
え
た
憂
慮
か
ら
は
、
彼
自
身
の
「
我
倉
常
空
#」
と
い
う
貧
困
生
活
の
況
を
見
て
取
る
こ
と
が
出
來
る
。
姚
合
は
、
元
和
十
一
年
に
(士
に
)第
し
た
以
後
は
官
職
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
「
多
下
邑
、
官
況
蕭
條
、
山
縣
涼
、
風
景
凋
之
、
最
工
	寫
」
（
『
才
子
傳
』
卷
六
）、
あ
る
い
は
張
*
の
「

夜
寄
姚
侍
御
」
詩
が
姚
合
に
つ
い
て
語
っ
た
「
貧
官
多
寂
寞
、
不
+野
人
居
」
と
い
う
詩
句
か
ら
、
彼
の
生
活
の
一
斑
を
窺
う
こ
と
が
出
來
る
。
仕
宦
に
お
け
る
失
意
と
、
世
を
,る
熱
い
思
い
の
萎
縮
と
に
よ
っ
て
、
賈
島
と
姚
合
は
長
年
の
貧
生
活
の
中
で
、
-第
に
自
ら
の
境
.に
安
ん
ず
る
嬰
な
態
度
を
/い
、
人
生
の
目
を
ひ
た
す
ら
詩
歌
の
制
作
に
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
③
張
震
0：
「
論
〈
武
功
體
〉
」
1州
大
學
學
報
（
會
科
學
版
）
第
三
一
卷
第
三
期
、
二
〇
〇
三
年
五
2、
三
二
頁
「
武
功
體
」
の
制
作
時
期
は
、
お
お
よ
そ
、
武
功
縣
3
4に
な
っ
た
姚
合
の
官
歴
と
武
功
体
（
松
原
）
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時
か
ら
、
富
縣
尉
・
萬
年
縣
尉
な
ど
の
小
官
を
任
し
、
そ
の
し
ば
ら
く
官
職
を
去
っ
て
居
し
て
い
た
時
期
を
含
み
つ
つ
、
洛
陽
で
監
察
御
史
と
な
っ
て
出
世
す
る
ま
で
の
時
期
と
限
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
元
和
十
五
年
820か
ら
、
寶
二
年
826ま
で
の
五
六
年
の
時
期
で
あ
り
、
こ
の
時
期
は
、
詩
人
の
一
生
に
お
い
て
最
も
官

不
如
意
の
時
期
で
あ
る
が
、
し
か
し
作
品
は
最
も
果
に
富
み
、
	容
は
「
多
下
邑
、
官
況
蕭
條
、
山
縣

涼
、
風
景
凋
」
の
官
の
生
活
を
き
、
自
己
の
	心
の
樣
々
に
複
雜
な
思
い
を
抒
べ
た
も
の
で
あ
る
。僻
縣
の
小
吏
と
な
っ
た
姚
合
は
、
こ
の
時
い
か
に
し
て
凡
俗
を
超
越
し
て
、
魏
從
事
の
時
期
の
壯
志
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
仕
官
を
求
め
て
故
を
出
た
後
の
辛
酸
の
日
々
の
末
に
、
下
僚
に
沈
淪
し
て
、
貧
窮
と
疾
病
と
が
こ
も
ご
も
加
わ
る
境
の
中
で
、
姚
合
は

に
對
し
て
希
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
心
に
は

感
・
無
感
ば
か
り
が
っ
た
。
「
一
官
無
限
日
、
愁
悶
欲
何
如
」
（
「
武
功
縣
中
作
三
十
首
」
其
二
十
三
）、
「
作
吏


裏
、
窮
愁
欲
不
」
（
同
其
十
四
）
等
は
、
正
し
く
當
時
の
心
理
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
姚
合
は
、
境
に
安
ん
じ
、
悠
然
と
閑
す
る
こ
と
で
痛
を
克

し
よ
う
と
し
て
い
た
。
「
武
功
體
」
の
く
も
の
は
、
多
く
は
目
の
屆
く
範
圍
の
身
邊
の
景
物
で
あ
り
、
雄
大
・
奇
な
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
明
澄
・
艷
麗
な
も
の
で
も
な
く
、
ま
し
て
や
余
韻
・
含
の
あ
る
も
の
で
も
な
く
、
多
く
は
詩
人
が
取
り
上
げ
た
く
も
な
い
日
常
の
瑣
末
な

景
で
あ
っ
た
。
ま
た
い
く
つ
か
の
作
品
で
は
、
人
々
が
疎
ま
し
く
思
う
貧
病
・
饑
な
い
し
は
死
な
ど
の
事
件
に
つ
い
て
大
き
な
關
心
を
示
し
て
繰
り
 し
き
、
	心
の
痛
を
!ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
抑
壓
感
や
、
孤
獨
感
を
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
"作
中
に
は
、
賈
島
の
貧
病
に
對
す
る
嗟
#に
も
似
た
$魄
の
思
い
を
綴
る
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
ま
た
白
居
易
の
悠
閑
自
%の
態
度
に
も
&ず
る
よ
う
な
政
治
に
疲
れ
て
獨
善
に
生
き
る
有
樣
を
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
借
金
を
し
て
日
を
'ご
す
悲
辛
、
身
に
病
氣
を
患
う
痛
、
ま
た
詩
を
吟
じ
て
酒
を
飮
み
、
風
物
を
賞
で
な
が
ら
、
隱
遁
(の
氣
儘
さ
を
羨
す
る
思
い
を
)べ
る
な
ど
、
そ
れ
ら
が
有
機
*に
一
體
+し
て
、
こ
の
時
代
の
下
,文
人
官
僚
の
境
と
心
理
を
如
實
に
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
＊
＊
＊
＊
＊
以
上
の
よ
う
な
論
-は
、
從
來
の
姚
合
論
や
武
功
體
論
に
共
&し
た
傾
向
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
.
/す
る
も
の
は
殆
ど
皆
無
と
言
っ
て
良
か
ろ
う
。
も
っ
と
も
本
稿
の
さ
し
あ
た
っ
て
の
關
心
は
、
武
功
體
の
文
學
の
特
質
そ
の
も
の
を
詳
細
に
讀
み
解
く
こ
と
で
は
な
い
。
こ
こ
で
な
す
べ
き
は
武
功
縣
0
1は
官
で
あ
り
、
し
か
も
名
2の
3わ
な
い
俗
吏
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
64
に
ぎ
な
い
。
加
え
て
武
功
縣
は
、
長
安
か
ら
く
た
っ
た
邊
鄙
で
う
ら
ぶ
れ
た
小
縣
に
ぎ
な
い
。
姚
合
は
、
こ
の
武
功
縣

の
境

に
對
す
る
鬱
屈
し
た
不
感
を
表
現
す
る
た
め
に
、
武
功
體
と
い
う

嬰
	な
氣
分
に
滿
た
さ
れ
た
詩
體
を
作
り
出
し
た
と
い
う
論

た
ち
の
斷
が
、
客

	で
正
確
で
あ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
斷
の
裏
付
け
と
な
る
姚
合
自
身
の
「
武
功
縣
中
作
三
十
首
」
の
記
に
ど
こ
ま
で
客
性
が
あ
る
の
か
、
そ
の
點
を
檢
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
姚
合
の
官

本
論
に
體
	に
入
る
に
、
姚
合
の
官
の
あ
ら
ま
し
を
げ
て
お
く
の
が
便
宜
で
あ
ろ
う
。
筆

が
に
參
考
に
し
た
の
は
、
郭
文
鎬
「
姚
合
仕
履
考
略
（
以
下
郭
文
鎬
年
譜
と
略
稱
）」
（
『
浙
江
學
刊
』
一
九
八
八
年
第
三
期
）、
陶
の
「
姚
合
年
譜
（
以
下
陶

年
譜
と
略
稱
）」
（
『
文
史
』
二
〇
〇
八
年
第
二
輯
）、
朱
關
田
「
姚
合
盧
綺
夫

誌
題
記
」
（
『
書
法
叢
刊
』
二
〇
〇
九
年
第
一
期
）
の
三
篇
の
論
考
で
あ
る
。
最
後
の
朱
關
田
は
、
新
出
土
の
「
姚
合
誌
」
（
稱
「
故

大
夫
守
祕
書
監
禮
部
書
興
姚
府
君
銘
并
序
」）
の
解
題
で
あ
る
。
新
出
土
の
「
姚
合
誌
」
に
よ
っ
て
、
從
來
不
明
だ
っ
た
生
年
と
卒
年
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
誌
に
は
「
會
昌
二
年
壬
戌
五
、
辭
以
目
不
明
、
歸
攝
私
第
。
 十
二
寢
疾
、
旬
餘
、
是
廿
有
五
日
乙
酉
、
!手
足
於
"恭
里
第
、
享
年
六
十
有
六
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
年
が
大
#一
一
年
777、
卒
年
が
會
昌
二
年
842と
確
定
さ
れ
た
※
。
官
に
つ
い
て
の
新
し
い
$報
と
し
て
は
、
從
來
は
「
魏
%
&度
從
事
・
祕
書
'」
と
し
か
分
か
ら
な
か
っ
た
(家
官
の
細
部
の
$況
が

明
し
た
こ
と
が
あ
る
。
誌
の
「
田
令
公
)魏
、
辟
爲
&度
*官
。
始
命
試
祕
省
校
書
、
轉
&度
參
謀
、
改
協
律
、
爲
觀
察
支
使
」
に
よ
っ
て
、
&度
從
事
が
體
	に
、
①
&度
*官
（
試
祕
書
省
校
書
'）、
②
&度
參
謀
（
試
太
常
寺
協
律
'？
）、
③
察
支
使
（
試
太
常
寺
協
律
'？
）
と
昇
+し
た
こ
と
、
ま
た
「
祕
書
'」
（
正
九
品
上
）
が
實
職
で
は
な
く
、
,職
官
に
添
え
ら
れ
る
京
銜
で
あ
り
、
し
か
も
祕
書
省
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
後
に
京
銜
も
昇
+し
て
「
試
太
常
寺
協
律
'」
（
正
八
品
上
）
と
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
從
來
懸
案
と
さ
れ
て
い
た
最
-官
に
つ
い
て
も
、
祕
書
監
（
從
三
品
）
で
あ
る
こ
と
が
、
最
-
	に
確
.
さ
れ
た
（
/１
參
照
）。
※
し
か
し
「
姚
合
誌
」
の
出
現
に
よ
っ
て
、
一
方
で
不
可
解
な
問
題
が
0か
び
上
が
っ
た
。
最
大
の
問
題
は
、
會
昌
二
年
と
い
う
そ
の
卒
年
で
あ
る
。
姚
合
の
詩
集
に
は
「
哭
賈
島
二
首
」
（
『
姚
少
監
詩
集
』
卷
一
〇
）
が
收
め
ら
れ
る
が
、
賈
島
の
1年
は
2會
昌
三
年
で
あ
る
（
４
）。
ま
た
姚
合
の
「
太
尉
李
3裕
自
4外
拜
辭
後
歸
5居
、
瞻
6
7徽
、
8書
一
9寄
上
」
姚
合
の
官
歴
と
武
功
体
（
松
原
）
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（『
姚
少
監
詩
集
』
卷
一
〇
）
は
、
會
昌
六
年
846三
末
に
武
宗
に
代
わ
っ
て
宣
宗
が
位
し
、
四
に
聽
政
す
る
と
、
た
だ
ち
に
武
宗
の
宰
相
李
裕
を
荊
南
度
使
に
貶
し
た
こ
と
を
詠
じ
た
作
品
と
解
釋
さ
れ
て
い
る
（
郭
文
鎬
年
譜
・
陶
年
譜
と
も
）
。
「
姚
合
誌
」
に
か
り
に
眞
贋
問
題
が
持
ち
上
が
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
點
が
最
大
の
爭
點
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
小
さ
な
問
題
と
な
る
が
、
誌
の
「
復
	餘
杭
、

餘
、
入
爲

部
中
、
諫
議
大
夫
」
よ
れ
ば
、
姚
合
は
杭
州
刺
史
か
ら
歸
京
し
て

部
中
に
就
任
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
賈
島
の
「
喜
姚
中
自
杭
州
迴
」
に
は
「
東
省
期
司
諫
」
の
句
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
門
下
省
（
東
省
）
の
左
諫
議
大
夫
の
就
任
が
予
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
（
５
）。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
含
む
「
姚
合
誌
」
を
無
批
	に
金
科
玉
條
と
す
る
こ
と
に
は
、
愼
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
姚
合
の
傳
記

究
は
、
新
出
土
の
「
姚
合
誌
」
の
批
	

究
を
踏
ま
え
て
深
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
本
稿
で
は
、
さ
し
あ
た
り
誌
に
よ
っ
て
生
卒
年
と
年
齡
を
定
め
、
そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
基
本
に
郭
文
鎬
年
譜
に
從
う
こ
と
に
す
る
。
な
お
よ
り
新
し
い
果
で
あ
る
陶
年
譜
（
但
し
「
姚
合
誌
」
は
未
反
映
）
に
つ
い
て
は
、
私
見
で
は
、
郭
文
鎬
の

に
よ
り
多
く
當
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
以
下
に
げ
る
姚
合
の
官
は
、
折
衷
で
暫
定
な
も
の
に
ぎ
な
い
。
【
姚
合
の
官
】
大
一
二
年
777
姚
合
生
ま
れ
る
。
元
和
七
年
812
三
六


應
試
の
た
め
に
上
京
元
和
一
一
年
816
四
〇


士
第
。
元
和
一
二
年
817
四
一


、
魏

度
使
從
事
（
度
官
・

度
參
謀
・
察
支
使
）
長
慶
元
年
821
四
五


春
、
武
功
縣

 （
正
九
品
上
）
長
慶
三
年
823
四
七


春
、
武
功
縣

 
!任
秋
、
萬
年
縣
尉
（
從
八
品
下
）。
寶
元
年
825
四
九


秋
、
萬
年
縣
尉
!任
寶
二
年
826
五
〇


四
、
監
察
御
史
（
正
八
品
上
）
太
和
元
年
827
五
一


八
、
監
察
御
史
東
"分
司
。
太
和
二
年
828
五
二


一
〇
、
殿
中
侍
御
使
（
正
七
品
上
）
太
和
四
年
830
五
四


初
春
、
侍
御
使
（
從
六
品
下
）
太
和
五
年
831
五
五


初
春
、
部
員
外
（
從
六
品
上
）
太
和
六
年
832
五
六


秋
、
金
州
刺
史
（
從
三
品
）
太
和
七
年
833
五
七


七
、
刑
部
中
（
從
五
品
上
）
太
和
八
年
834
五
八


部
中
（
從
五
品
上
）
、
杭
州
刺
史
（
從
三
品
、
#任
$年
春
）
開
元
年
836
六
〇


春
、
杭
州
刺
史
!任
。
%、
入
京
し
、
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
66
左
諫
議
大
夫
（
正
五
品
上
）
開
四
年
839
六
三

八
、
陝

察
使
（
御
史
中
丞
、
正
五
品
上
）
開
五
年
840
六
四

、
給
事
中
（
正
五
品
上
）。
そ
の
後
、
右
諫
議
大
夫
（
正
四
品
下
）・
祕
書
監
（
從
三
品
）
會
昌
二
年
842
六
六

一
二
、
卒
す
。
二
武
功
縣


武
功
縣
は
、
「
畿
縣
」
で
あ
る
。
縣
は
『
新
	書
』
卷
三
七
「
地
理
志
」
に
よ
れ
ば
、
赤
縣
（
京
縣
）・

赤
縣
（

京
縣
）・
畿
縣
・

畿
縣
・
縣
・
緊
縣
・
上
縣
・
中
縣
・
中
下
縣
・
下
縣
の
、
十
等
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
杜
佑
の
『
典
』
で
は
、
上
記
の
十
等
を
「
赤
縣
・

赤
縣
」
を
赤
縣
、「
畿
縣
・

畿
縣
」
を
畿
縣
、「
中
下
縣
・
下
縣
」
を
下
縣
に
ま
と
め
て
、
七
等
と
す
る
（
６
）。
そ
の
い
ず
れ
の
分
で
も
、
武
功
縣
は
畿
縣
と
な
る
。
問
題
は
、
こ
の
武
功
縣

と
い
う
官
職
の
價
で
あ
る
。
そ
の
際
、
い
わ
ゆ
る
官
品
が
、
必
ず
し
も
當
時
の
人
々
の
價
と
一
し
な
い
こ
と
に
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
、
重
輕
外
の
念
が
働
い
て
い
る
。
姚
合
に
し
て
言
え
ば
、
大
和
六
年
（
832）、
五
十
二
の
時
に
、
部
員
外
（
從
六
品
上
）
か
ら
金
州
刺
史
（
從
三
品
）
と
な
り
、
年
、
刑
部
中
（
從
五
品
上
）
と
し
て
京
官
に
復
歸
し
て
い
る
。
ま
た
大
和
八
年
に
は
、
部
中
（
從
五
品
上
）
か
ら
杭
州
刺
史
（
從
三
品
）
と
な
り
、
々
年
に
諫
議
大
夫
（
正
五
品
上
）
と
し
て
京
官
に
復
歸
し
て
い
る
。
こ
の
二
度
の
京
官
へ
の
復
歸
は
、
官
品
だ
け
を
見
れ
ば
格
人
事
に
見
え
る
が
、
事
實
は
榮
で
あ
る
。
も
っ
と
も
武
功
縣

に
つ
い
て
は
、
任
地
が
長
安
邊
と
は
言
っ
て
も
、
地
方
官
で
あ
る
こ
と
に
は
い
な
い
。
第
二
に
、
そ
し
て
こ
こ
で
重
な
意
味
を
持
つ
の
は
、
濁
の
念
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
と
見
な
さ
れ
る
官
職
は
「
」
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
足
を
踏
み
外
さ
な
い
よ
う
に
昇
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
こ
の
濁
の
念
は
、
單
に
士
人
の



 斷
の
中
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
正
史
『
!
	書
』
卷
四
二
「
職
官
」
に
も
「

官
」「
官
」
と
し
て
明
記
さ
れ
る
、
至
っ
て
客

な
も
の
で
あ
っ
た
。
職
事
官
"、
則
濁
區
分
、
以

補
授
。
又
以
三
品
已
上
官
、
#門
下
中
書
侍
、
$書
左
右
丞
、
%司
侍
、
太
常
少
卿
、
太
子
少
&事
、
左
右
庶
子
、
祕
書
少
監
、
國
子
司
業
爲
'
'官
'。
太
子
左
右
(
)、
左
右
衞
左
右
千
牛
衞
中
將
、
太
子
左
右
*府
左
右

*府
*
#副
、
太
子
左
右
衞
*府
中
將
（
已
上
四
品
）。
諫
議
大
夫
、
御
史
中
丞
、
給
事
中
、
中
書
舍
人
、
太
子
中
允
、
中
舍
人
、
左
右
贊
善
大
夫
、
洗
馬
、
國
子
+士
、
$書
%司
中
、
祕
書
丞
、
,作
、
太
常
丞
、
左
右
衛
將
、
左
右
衛
*府
將
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（
已
上
五
品
）。
居
、
居
舍
人
、
太
子
司
議
、
書
司
員
外
、
太
子
舍
人
、
侍
御
史
、
祕
書
、
作
佐
、
太
學

士
、
事
丞
、
太
子
文
學
、
國
子
助
	（
已
上
六
品
）。
左
右
補
闕
、
殿
中
侍
御
史
、
太
常
士
、
四
門
士
、
事
司
直
、
太
學
助
	
（
已
上
七
品
）。
左
右
拾

、
監
察
御
史
、
四
門
助
	（
已
上
八
品
）。
爲
官
。
な
お
こ
の
中
に
は
、
八
品
未
滿
の
官
職
は
言
さ
れ
て
お
ら
ず
、
畿
縣

（
正
九
品
上
）
の
濁
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
こ
の
官
に
在
任
し
た
の
、
そ
の
後
の
官

で
あ
る
。
孫
國
棟
の
『
代
中
央
重
文
官
轉
徑
究
』
（
香
・
龍
門
書
店
一
九
七
八
年
、
七
頁
お
よ
び
二
五
七
～
二
五
九
頁
の
釋
）
に
は
、
校
書
は
任
期
滿
了
後
に
「
京
畿
（
赤
縣
や
畿
縣
）
の
尉
（

・
縣
尉
）」
に
官
す
る
こ
と
が
多
い
と
べ
る
。
ま
た
瑞
和
は
赤
縣
尉
の
特
別
な
地
位
を
明
す
る
文
の
中
で
、
畿
縣
に
つ
い
て
の
よ
う
に
言
す
る
。
「
畿
縣
尉
・
畿
縣

或
畿
縣
丞
官
時
、
可
入
萬
年
・
長
安
兩
赤
縣
任
縣
尉
」 （
瑞
和
『
代
基
文
官
』
第
三
章
「
縣
尉
」）。
以
上
の
兩
を
 せ
る
な
ら
ば
、
校
書
か
ら
始
ま
る
文
官
の
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
は
、
校
書
（
祕
書
省
校
書
正
九
品
下
な
ど
）
―
↓畿
縣
の
尉
（
正
九
品
下
）・

（
正
九
品
上
）
―
↓赤
縣
尉
（
從
八
品
下
）
と
い
う
コ
ー
ス
を
辿
る
の
が
典
型
!と
言
う
こ
と
に
な
る
。
赤
縣
は
、
代
に
は
京
兆
府
（
長
安
）
に
二
つ
（
萬
年
縣
・
長
安
縣
）
、
河
南
府
（
洛
陽
）
に
二
つ
、
太
原
府
に
二
つ
の
計
六
縣
が
あ
っ
た
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
長
安
の
二
縣
が
別
格
で
あ
り
、
と
り
わ
け
大
明
宮
や
興
慶
宮
を
擁
す
る
朱
雀
大
街
の
東
を
管
"す
る
萬
年
縣
の
地
位
が
高
か
っ
た
。
そ
の
萬
年
縣
の
縣
尉
は
、
に
監
察
御
史
を
ね
ら
う
、
高
#官
僚
の
登
龍
門
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
７
）。
武
功
縣

に
至
る
ま
で
姚
合
の
官
は
、
不
$で
は
な
い
も
の
の
、
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
%束
さ
れ
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
武
功
縣


へ
の
&擢
に
は
、
魏

'度
使
田
弘
正
の
中
央
政
府
へ
の
(い
推
)が
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
「
姚
合
*誌
」
（
「
中
令
入
覲
、
公
隨
之
、
授
武
功

」
）
に
、
'度
使
田
弘
正
の
入
覲
に
從
っ
て
上
京
し
、
そ
の
繋
が
り
の
中
で
武
功
縣

を
與
え
ら
れ
た
と
記
す
の
は
、
這
般
の
經
+を
裏
付
け
る
で
あ
ろ
う
。
姚
合
は
こ
の
武
功
縣

に
任
官
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
式
に
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
の
,に
就
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
に
萬
年
縣
尉
へ
と
-實
に
榮
.し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
武
功
縣

は
、
客
/
!な
事
實
と
し
て
「
0官
・
1官
」
と
し
て
貶
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
姚
合
は
、
武
功
縣
の
邊
鄙
な
小
縣
で
あ
る
こ
と
を
悲
し
ん
で
い
る
。
瑞
和
の
『
代
基
文
官
』「
第
三
章
縣
尉
」
に
は
の
よ
う
に

中
國
詩
文
論
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べ
る
。
「
畿
縣
八
十
多
當
中
（
８
）、
并
非
個
個
同
等
、
而
以
臨
長
安


十
個
畿
縣
最
爲
緊
、
計
有
田
・
渭
南
・
咸
陽
・
縣
・
醴
泉
・
美
原
・
	

等
。
這
幾
個
畿
縣
縣
尉
、
常
是
校
書
・
正
字
和
州
參
軍
等
官
美
職
」
。
長
安
に
接
す
る
畿
縣
の
縣
尉
は
、
校
書
ら
が
榮
す
る
と
き
の
官
職
で
あ
る
。
武
功
縣
は
、
瑞
和
が
こ
こ
に

げ
た
最
重
の
七
縣
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
	

（
白
居
易
は
祕
書
省
校
書
の
後
に
	

縣
尉
に
任
官
）
と
は
渭
水
を
挾
ん
で
北
岸
に
位
置
し
、
ま
た
鳳
・
秦
州
に
び
る
渭
水
北
岸
の
街
に
當
た
る
。
ま
た
離
を
見
れ
ば
、
長
安
か
ら
七
〇
キ
ロ
足
ら
ず
に
あ
り
（
９
）、
長
安
か
ら
で
あ
れ
ば
三
日
ば
か
り
の
い
位
置
に
あ
る
。
武
功
縣
の
條
件
は
、
畿
縣
の
中
に
あ
っ
て
も
決
し
て
惡
く
は
な
か
っ
た
。
＊
＊
＊
＊
＊
武
功
縣

は
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
の
入
り
口
に
あ
る
羨
の
職
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
姚
合
が
そ
の
官
を
き
、
そ
の
給
を
い
て
い
る
の
は
、
如
何
な
る
料
見
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
念
の
た
め
に
、
俸
錢
に
つ
い
て
も
確
し
て
お
き
た
い
。『
新
書
』
卷
五
五
「

貨
志
」
に
よ
れ
ば
、
武
功
縣
（
畿
縣
）
の

・
尉
の
俸
は
「
二
」
（
單
位
：
文
）
で
あ
る
。
の
瑞
和
の
指
摘
は
、
重
で
あ
る
。
基
 官
僚
に
つ
い
て
氣
に
な
る
の
は
、
彼
ら
の
俸
錢
が
當
時
の
生
活
水
準
に
お
い
て
十
分
で
あ
っ
た
か
否
か
で
あ
る
。
…
…
第
一
章
の
「
校
書
」
の
中
で
見
て
き
た
が
、
白
居
易
が
校
書
に
在
任
し
て
い
た
時
に
「
俸
錢
萬
六
千
、
給
亦
有
餘
」
と
!べ
て
、
滿
足
し
て
い
る
。
ま
た
第
四
章
「
參
軍
と
"司
」
で
彼
が
京
兆
府
#曹
參
軍
と
し
て
翰
林
學
士
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
時
、
「
俸
錢
四
五
萬
、
可
奉
晨
昏
。
廩
祿
二
百
石
、
$可
盈
倉
%」
（
「
初
除
#
曹
喜
而
言
志
」）
と
詩
に
!べ
て
お
り
、
州
"司
の
俸
錢
と
「
廩
祿
」
は
共
に
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
第
五
章
「
&官
・
推
官
と
掌
書
記
」
に
お
い
て
は
、
韓
愈
が
'州
の
董
晉
の
(府
で
)察
推
官
に
在
任
し
て
三
年
後
、
友
人
の
衞
中
行
に
手
紙
を
書
い
て
「
始
相
識
時
、
方
甚
貧
、
衣
於
人
。
其
後
相
見
於
'徐
二
州
。
僕
皆
爲
之
從
事
。
日
有
*入
、
比
之
+時
、
豐
百
倍
」
（
「
與
衞
中
行
書
」
）
と
!べ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
彼
の
)察
推
官
の

俸
は
三
文
で
あ
り
、
以
+の
官
職
も
收
入
も
な
い
時
に
比
べ
れ
ば
、
確
か
に
「
豐
百
倍
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
三
年
の
推
官
を
務
め
た
後
に
徐
州
の
張
建
封
の
(府
に
轉
ず
る
が
、
ま
だ
仕
事
を
始
め
て
い
な
い
時
に
、
「
篋
中
有
餘
衣
、
,中
有
餘
糧
。
閉
門
讀
書
史
、
窗
#忽
已
涼
」
（
「
此
日
足
可
惜
-張
.」
詩
）
と
!べ
て
い
る
。
こ
の
「
餘
衣
」
「
餘
糧
」
の
/え
は
、
彼
が
董
晉
の
推
官
で
あ
っ
た
時
の
俸
錢
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
に
相
0な
い
。
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こ
れ
が
あ
っ
て
こ
そ
、
生
活
に
は
余
裕
が
あ
り
、
韓
愈
は
「
閉
門
讀
書
史
、
窗
忽
已
涼
」
の
よ
う
な
讀
書
生
活
を
求
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
瑞
和
『
代
基
文
官
』
「
第
六
章
文
官
俸
錢
其
他
」）。
こ
こ
で
は
三
つ
の
官
職
の
俸
錢
と
、
そ
れ
に
對
す
る
價
（
本
人
滿
足
度
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
校
書
	（
正
九
品
上
）
の

俸
錢
（
單
位
は
文
）
は
「
六
千
」
、
物
價
の
高
い
長
安
（
）で
も
、
こ
の
收
入
で
十
分
に
余
裕
が
あ
っ
た
と
白
居
易
は
べ
る
。
無
論
、
そ
の
後
に
就
任
し
た
京
兆
府
曹
參
軍
（
從
七
品
上
）
の

俸
錢
「
四
」
を
以
て
す
れ
ば
余
裕
の
生
活
が
で
き
た
。
一
方
、
韓
愈
の
事
例
は
、
董
晉
の
州
府
の
察
推
官
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。
察
推
官
の

俸
錢
は
「
三
」、
韓
愈
は
そ
の
收
入
が
か
つ
て
の
無
官
の
時
期
の
百
倍
で
あ
っ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。
ま
た
そ
の
收
入
の
余
分
を
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
職
を
失
っ
て
か
ら
も
し
ば
ら
く
は
「
篋
中
有
餘
衣
、
中
有
餘
糧
」
の
余
裕
が
あ
っ
た
。
白
居
易
が
、
高
物
價
の
長
安
で
も
祕
書
	の
「
六
千
」
の
收
入
で
「

給
亦
有
餘
」
と
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
姚
合
の
武
功
縣

の

俸
錢
「
二
」
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
武
功
縣
に
お
け
る
生
活
は
確
實
に
余
裕
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
武
功
縣

の
官
職
に
つ
い
て
は
、
そ
の
美
職
と
し
て
の
價
に
お
い
て
、
ま
た
俸
錢
に
お
い
て
、
姚
合
が
「
武
功
縣
中
作
三
十
首
」
に
お
い
て
不
滿
を
訴
え
る
よ
う
な
「
官
」
「
貧
窮
」
の
事
態
は
、
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
張
震
が
べ
る
よ
う
な
「
こ
の
時
期
は
、
詩
人
の
一
生
に
お
い
て
最
も
官
不
如
意
の
時
期
で
あ
る
」
と
い
う
斷
も
、
ま
た
曹
方
林
が
べ
る
「
武
功
縣

、
富
・
萬
年
の
縣
尉
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
後
十
年
は
下
積
み
で
あ
っ
た
」
と
い
う
斷
も
、
い
ず
れ
も
姚
合
が
「
武
功
縣
中
作
三
十
首
」
に
記
す
こ
と
を
そ
の
ま
ま
事
實
と
し
て
鵜
呑
み
に
し
た
こ
と
に
よ
る
、
非
客

な

斷
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
三
武
功
縣

以

武
功
體
が
く
世
界
、
ま
た
特
定
す
れ
ば
「
武
功
縣
中
作
三
十
首
」
の
く
「
官
」
と
「
貧
窮
」
の
世
界
は
、
事
實
で
は
な
か
っ
た
。
武
功
縣

は
、
當
時
の
士
人
が
羨
す
る
官
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
收
入
は
、
武
功
縣
に
お
け
る
生
活
を
十
分
に
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
額
で
あ
る
。
で
は
姚
合
が
作
り
上
げ
た
こ
の
武
功
體
の
文
學
は
、
實
態
の
な
い
 
!に
"ぎ
な
い
の
か
？
し
か
し
單
な
る
 
!で
あ
れ
ば
、
武
功
體
の
文
學
は
#功
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
事
實
は
そ
の
$で
あ
り
、
武
功
體
の
文
學
は
當
時
に
お
い
て
も
、
ま
た
後
世
に
お
い
て
も
、
多
く
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
70
の
信
奉
を
得
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
南
宋
の
永
嘉
の
四
靈
の
一
人
で
あ
る
趙
師
秀
が
姚
合
と
賈
島
の
た
め
に
『
二
妙
集
』
を
み
、
こ
れ
に
續
く
江
湖
詩
の
で
姚
合
の
文
學
が
規
範
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
文
學
史
の
常
識
で
あ
る
。
姚
合
の
三
百
年
後
に
お
い
て
、
な
お
も
信
奉
の
心
を
惹
き
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
事
實
は
、
武
功
體
を
眞
の
文
學
た
ら
し
め
る
「
眞
實
」
が
そ
こ
に
は
宿
っ
て
い
た
こ
と
の
證
據
で
あ
ろ
う
。
武
功
體
に
つ
い
て
は
、
文
學
と
生
活
を
短
絡
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
文
學
を
、
文
學
と
し
て
正
當
に
理
解
す
る
點
が
必
で
あ
る
。
こ
こ
で
確
	す
べ
き
は
、「

官
」「
貧
窮
」
を
べ
る
「
武
功
體
趣
味
」
と
も
言
う
べ
き
も
の
が
、
實
は
武
功
縣

と
い
う
特
定
の
境
に
由
來
す
る
も
の
で
は
な
く
、
就
任
の
以
か
ら
す
で
に
姚
合
の
中
に
兆
し
、
ま
た
そ
の
後
の
生
涯
に
お
い
て
も
保
持
さ
れ
た
、
い
わ
ば
姚
合
の
體
質
に
由
來
す
る
趣
味
で
あ
っ
た
可
能
性
で
あ
る
。
姚
合
は
、
元
和
十
一
年
春
に
士
に
第
し
、
ら
く
は
そ
の
年
に
魏

度
使
田
弘
正
の
僚
と
し
て
魏
州
（
河
北
省
大
名
縣
の
北
）
に
赴
任
し
て
い
る
。
當
時
、
正
規
の
官
職
（
流
官
＝
九
品
三
十
階
の
官
）
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
、
科

第
後
に
吏
部
銓
試
に
應
じ
、
吏
部
に
よ
る
任
官
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
官
職
の
數
に
對
し
て
官
僚
有
格
が
多
す
ぎ
た
た
め
に
、
守
と
い
う
長
け
れ
ば
數
年
以
上
に
も
わ
た
る
任
官
待
機
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
使
職
（
度
使
・
察
使
な
ど
）
の
僚
と
し
て
家
す
る
こ
と
が
、
有
力
な
擇
肢
と
な
っ
て
い
た
。
使
職
に
は
、
吏
部
の
任
官
を
さ
ず
に
僚
を

用
で
き
る
辟
召
が
あ
っ
た
。
ま
た
し
ば
し
ば
使
職
は
、
辟
召
し
た

僚
に
つ
い
て
、
京
銜
を
中
央
政
府
に
奏
 し
た
。
姚
合
が
帶
び
て
い
た
試
校
書
!お
よ
び
試
太
常
寺
協
律
!は
、
田
弘
正
が
"
#に
奏
 し
て
與
え
ら
れ
た
京
銜
で
あ
る
。
姚
合
が
魏

度
使
田
弘
正
の
下
で
就
任
し
た
職
は
、
「
姚
合
$
誌
」
に
よ
れ
ば
當
初
は
度
%官
で
あ
り
、
度
參
謀
を
經
て
、
最
&
'に
は
察
支
使
に
昇
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
%官
の
(俸
錢
は
三
)文
、
察
支
使
は
五
)文
で
あ
る
（
*）。
そ
の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
姚
合
が
後
年
就
任
す
る
監
察
御
史
（
正
八
品
上
）・
刑
部
!中
（
從
五
品
上
）
に
+敵
す
る
。
五
品
以
上
が
い
わ
ゆ
る
高
官
で
あ
る
こ
と
を
、
念
頭
に
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
,代
後
期
に
は
、
職
官
の
俸
給
は
十
分
に
高
額
で
あ
っ
た
。
姚
合
の
初
期
の
僚
時
代
の
文
學
に
つ
い
て
の
-究
は
殆
ど
未
開
拓
で
あ
る
が
、
數
少
な
い
果
の
一
つ
と
し
て
張
震
.「
詩
句
無
人
識
、
應
須
把
劍
看
―
論
姚
合
反
映
府
戎
/題
材
'作
品
」
（
五
頁
『
湖
州
師
範
學
院
學
報
』
第
二
四
卷
第
五
期
、
二
〇
〇
二
年
）
が
あ
り
、
こ
の
初
期
の
姚
合
の
文
學
に
は
、
後
年
と
は
0な
っ
て
、
經
世
濟
民
の
1熱
を
讀
姚
合
の
官
歴
と
武
功
体
（
松
原
）
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み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
姚
合
の
府
に
お
け
る
從
軍
の
題
材
を
反
映
し
た
作
品
は
、
ま
ず

の
反
亂
を
定
し
、
國
家
の
統
一
を
維
持
す
る
戰
爭
に
對
す
る
贊
美
と
、
國
家
に
身
命
を
獻
げ
よ
う
と
す
る
豪
壯
な
氣
魄
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
元
和
一
二
年
一
〇
、
數
十
年
の
久
し
き
に
亘
っ
て
獨
立
據
し
て
い
た
淮
西
は
定
さ
れ
、
專
を
恣
ま
に
し
た
	


も
元
和
一
四
年
二
に
定
さ
れ
た
。
か
ね
て
跋
扈
し
て
獨
立
・
獨
立
の
態
に
あ
っ
た

勢
力
は
、
こ
こ
に
嚴
し
い
打
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
國
家
は
暫
時
の
「
中
興
」
の
局
面
を
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
濫
得
士
名
、
才
用
不
長
。
…
…
將
軍
俯
招
引
、

儒
衣
裳
」
（
「
從
軍
行
」
）。
元
和
一
二
年
、
士
に
第
し
た
ば
か
り
の
意
欲
に
燃
え
る
姚
合
は
、
魏
州
從
事
に
辟
召
さ
れ
た
が
、
時
あ
た
か
も
宗
が


定
の
作
戰
を
遂
行
し
、
大
き
な
果
を
收
め
た
段
階
で
あ
っ
た
。
姚
合
の
こ
の
時
期
の
多
く
の
作
品
に
は
、


定
戰
爭
へ
の
關
心
と
贊
美
が
現
さ
れ
て
い
る
。
聞
魏
州
破

姚
合
生
靈
蘇
息
到
元
和
生
靈
蘇
息
し
て
元
和
に
到
る
上
將
功
自
執
戈
上
將
功
り
て
自
ら
戈
を
執
る
霧
開
北
岳
霧
き
開
か
れ
て
北
岳
く
蛟
龍
斬
斷
淨
河
蛟
龍
斬
り
斷
た
れ
て
河
淨
し
旗
迴
眼
軍
容
壯
旗
は
眼
に
迴
り
て
軍
容
壯
ん
に
兵
合
天
心
氣
多
兵
は
天
心
に
合
し
て
氣
多
し
從
此
四
方
無
一
事
此
よ
り
四
方
一
事
も
無
く

雨
露
是
恩
波

雨
露
是
れ
恩
波
詩
が
く
の
は
、
元
和
一
四
年
正

819に
田
弘
正
が
李
師
 
（
	


!度
留
後
）
の
軍
を
陽
"に
破
り
、
二
、
李
師
 （
	


!度
留
後
・
叛
臣
）
が
部
將
の
劉
悟
に
さ
れ
て
、
反
亂
を
#こ
し
た
十
二
州
が
定
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
國
勢
が
こ
う
し
て
元
和
の
時
期
に
回
復
し
た
こ
と
、
武
將
た
ち
が
先
陣
を
切
っ
て
敵
を
し
、
つ
い
に
$界
を
%る
烟
霧
を
吹
き
拂
っ
て
、
&を
爲
す
蛟
龍
を
斬
り
し
、


定
の
戰
い
に
'利
し
た
こ
と
を
贊
美
し
て
い
る
。
頸
聯
は
、
軍
容
の
(ん
な
る
こ
と
と
戰
い
の
正
當
性
を
)べ
、
尾
聯
は


定
後
の
太
を
贊
美
し
て
、
反
亂
定
の
喜
び
と
*會
の
安
定
に
對
す
る
願
い
を
)べ
て
、
詩
人
の
高
揚
し
た
思
い
が
發
露
さ
れ
て
い
る
。
田
弘
正
は
、
元
和
十
四
年
に
	


!度
使
李
師
 を
定
し
た
。
引
用
文
中
の
姚
合
の
「
聞
魏
州
破
」
詩
は
、
そ
の
功
績
を
頌
讃
す
る
作
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
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で
あ
る
。
田
弘
正
は
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
、
宗
よ
り
檢
校
司
徒
・
同
中
書
門
下
章
事
を
授
け
ら
れ
て
い
る
（
『
新
書
』
卷
一
四
八
「
田
弘
正
傳
」
）。
司
徒
は
、
大
尉
・
司
空
と
な
ら
ぶ
三
公
で
あ
り
（
『
典
』
職
官
一
）、
正
一
品
の
最
高
官
銜
で
あ
る
。
ま
た
同
門
下
章
事
は
宰
相
職
で
あ
る
。
田
弘
正
は
、
魏

度
使
の
實
職
に
あ
り
な
が
ら
、
赫
赫
た
る
武
勳
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
中
央
高
官
の
書
の
「
檢
校
」
を
許
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
	目
し
た
い
の
は
、
姚
合
の
そ
の
直
後
の
作
と
な
る
「
假
日
書
事

院
中
司
徒
」
詩
で
あ
る
。
詩
題
に
見
え
る
「
司
徒
」
は
、
「
檢
校
司
徒
」
の
田
弘
正
を
指
す
。「
聞
魏
州
破
」
詩
に
お
い
て
は

利
の
凱
歌
を
歌
っ
た
は
ず
の
姚
合
が
、
こ
の
詩
で
は
一
轉
し
て
嬰

な
氣
分
を
詠
じ
て
い
る
。
假
日
（
十
日
に
一
度
の
休
日
）
に
、
ら
く
は
府
の
院
中
に
設
け
ら
れ
た
宴
席
に
お
け
る
作
と
推
定
さ
れ
る
。
假
日
書
事

院
中
司
徒
姚
合
十
日
公
府
靜
十
日
公
府
靜
か
な
り
巾
櫛

晨
巾
櫛
晨
に
く


衰
柳

衰
柳
に
づ
き
古
木
似
高
人
古
木
高
人
に
似
た
り
學
佛
憂
老
佛
を
學
べ
ば
ぞ
老
を
憂
へ
ん
爲
儒
自
喜
貧
儒
と
爲
ら
ば
自
ら
貧
を
喜
ぶ
山
歸
未
得
山
歸
る
を
未
だ
得
ず
朮
中
春
朮 じゆ
つ
中
に
春
な
り
（
大
意
）
十
日
目
の
休
日
は
、
役
も
靜
か
で
、
沐
浴
の
た
め
に
早
く
か
ら
き
出
す
。

は
、
も
ぎ
て
や
つ
れ
た
柳
に
止
ま
り
、
古
木
は
、
俗
世
を
け
る
高
人
の
を
思
わ
せ
る
。
佛
を
學
ぶ
我
が
身
で
あ
れ
ば
、
老
い
を
憂
え
る
こ
と
も
な
い
し
、
儒
 で
あ
る
以
上
、
貧
を
厭
う
こ
と
も
な
い
。
な
の
に
今
は
、
故
!に
隱
遁
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
の
中
で
は
、
朮
（
仙
"）
が
春
に
#ぐ
ん
で
い
る
と
い
う
の
に
。
こ
の
詩
に
は
、
謐
で
嬰
な
氣
分
が
滿
ち
て
い
る
。
し
か
し
畢
竟
こ
こ
は
、
度
使
の
軍
府
な
の
で
あ
る
。
元
和
十
四
年
819、
田
弘
正
は
$
%
度
留
後
の
李
師
&を
討
伐
し
て
、
赫
赫
た
る
武
勳
を
樹
て
た
。
し
か
し
そ
の
二
年
後
の
長
慶
元
年
、
田
弘
正
は
魏

度
使
か
ら
'
(
度
使
に
轉
任
し
、
そ
こ
で
兵
亂
に
卷
き
)ま
れ
て
、
配
下
の

僚
三
百
人
と
*共
に
慘
+さ
れ
て
い
る
。
姚
合
が
そ
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
て
も
不
思
議
は
な
い
,況
で
あ
っ
た
。
こ
と
ほ
ど
左
樣
に
、
田
弘
正
の
府
は
、
不
順
の
-
.に
對
峙
す
る
最
/線
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
+伐
と
し
た
緊
0感
が
漂
っ
て
い
た
こ
と
を
確
1し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
2）。
姚
合
の
官
歴
と
武
功
体
（
松
原
）
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第
二
に
意
す
べ
き
は
、
こ
の
詩
を
る
相
手
が
、
當
の
田
弘
正
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
姚
合
の
度
從
事
は
、
吏
部
銓
に
よ
る
任
官
で
は
な
く
、
度
使
田
弘
正
の
辟
召
に
よ
る
。
こ
う
し
た
辟
召
に
お
い
て
は
、
使
職
と
僚
と
の
は
、
恩
關
係
な
い
し
は
	從
關
係
の

素
を
帶
び
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
姚
合
は
そ
の
辟
召
の
恩
人
に
對
し
て
、
職
務
へ
の

を
誓
う
の
で
は
な
く
、
却
っ
て
「
學
佛
憂
老
、
爲
儒
自
喜
貧
。
山
歸
未
得
、
朮
中
春
」
と
、
職
務
を
抛
擲
し
て
歸
隱
す
る
願
を
べ
て
い
る
。
常
識
に
反
す
る
發
言
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
「
老
」
と
は
、
魏
從
事
を
罷
め
る
元
和
十
五
年
に
姚
合
は
四
四
で
あ
り
、
老
い
を
意
識
す
る
年
齡
に
な
っ
て
は
い
た
。
し
か
し
自
分
よ
り
も
三
一
も
高
齡
の
田
弘
正
（
生
746～
卒
821）
に
對
し
て
自
己
の
老
い
を
訴
え
る
の
も
、
ま
た
常
識
で
は
な
い
。
し
か
も
「
貧
」
に
つ
い
は
、
俸
錢
は

	で
あ
る
田
弘
正
を
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
姚
合
の
俸
錢
は
上
の
よ
う
に
、
物
價
低
の
地
方
市
の
生
活
に
は
十
分
す
ぎ
る
三
文
（
度
官
）
か
ら
五
文
（
察
支
使
）
の
高
額
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
自
己
の
「
老
」
「
貧
」
を
語
る
頸
聯
を
承
け
て
、
歸
隱
の
思
い
を
語
る
「
山
歸
未
得
、
朮
中
春
」
の
尾
聯
が
置
か
れ
る
。
こ
の
詩
を
作
っ
た
時
、
田
弘
正
が
如
何
な
る
思
い
で
こ
の
詩
を
讀
む
こ
と
を
、
姚
合
は
期
待
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

す
る
に
、
こ
の
詩
は
辟
召
の
恩
人
で
あ
る
田
弘
正
へ
の
恩
義
を

べ
よ
う
と
は
し
な
い
反
「
儀
禮
」
な
作
品
で
あ
り
、


で
は
あ
る
が
、
こ
の
詩
に
は
必
ず
儀
禮
性
を
超
え
た
あ
る
種
の
眞
が
宿
っ
て
い
る
に
 い
な
い
の
で
あ
る
。
穩
や
か
で
も
!謐
で
も
な
い
度
使
の
軍
府
を
、
却
っ
て
そ
の
よ
う
な
世
界
と
し
て
"き
、
そ
れ
な
り
に
惠
ま
れ
た
境
#に
あ
る
自
己
を
、
あ
え
て
「
老
」
「
貧
」
を
$げ
つ
ら
っ
て
否
定
に
"き
出
す
。
後
日
に
%熟
す
る
武
功
體
の
美
學
は
、
こ
の
よ
う
な
手
法
の
&長
上
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
結
論
を
'ぐ
(に
、
田
弘
正
の
府
で
作
ら
れ
た
詩
を
い
く
つ
か
)
加
し
て
讀
ん
で
み
た
い
。
從
軍
樂
二
首
（
其
一
）
姚
合
*日
+兵
,
*日
兵
,を
+ね
經
年
別
酒
徒
年
を
經
て
酒
徒
に
別
る
眼
疼
長
不
校
眼
の
疼
み
て
長
く
校
せ
ず
-病
且
.無
-の
病
む
は
且 しば
らく
.た
無
し
僮
僕
/衣
窄
僮
僕
衣
の
窄
な
る
に
/き
親
覺
語
粗
親
語
の
粗
な
る
を
覺
ゆ
幾
時
得
歸
去
幾
時
か
歸
り
去
り
依
舊
作
山
夫
舊
に
依
り
て
山
夫
と
作
る
を
得
ん
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
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（
大
意
）
日
、
兵
の
名
を
點
檢
す
る
だ
け
で
、
も
う
何
年
も
酒
飮
み
友
に
會
っ
て
い
な
い
。
目
が
痛
く
て
、
こ
の
と
こ
ろ
點
檢
作
業
に
手
が
か
な
い
が
、
の
合
が
惡
い
の
は
、
こ
こ
し
ば
ら
く
	ち
い
て
い
る
（
此
句
費
解
）
。
僮
僕
は
、

が
ブ
カ
ブ
カ
に
な
っ
た
の
を
心
配
し
、
友
人
は
、
言


い
が
ぞ
ん
ざ
い
に
な
っ
た
の
を
氣
に
し
て
い
る
。
一
體
い
つ
に
な
っ
た
ら
ば
、
役
人
を
辭
め
て
、
昔
の
よ
う
に
氣
樂
な
人
に
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
（
其
二
）

十
指
痛

十
指
痛
み
唯
點
兵
符
唯
だ
し
て
兵
符
を
點
ず
貧
賤
依
在
貧
賤
に
依
り
て
在
り
顛
狂
一
無
顛
狂
一
も
無
し
身
慚
山
友
棄
身
は
山
友
の
棄
つ
る
を
慚
ぢ
膽
酒
杯
扶
膽
は
酒
杯
の
扶
く
る
に
る
誰
從
軍
樂
誰
か
ふ
從
軍
は
樂
し
と
年
來
鑷
白
鬚
年
來
白
鬚
を
鑷 ぬ
く
（
大
意
）

の
よ
う
に
、
兩
手
の
指
が
痛
く
て
な
ら
な
い
。
た
だ
出
し
て
、
兵
の
名
を
點
檢
す
る
の
が
や
っ
と
だ
。
貧
乏
と
下
積
み
の
生
活
は
、
と
變
わ
ら
な
い
が
、
氣
儘
な
ら
し
は
、
殆
ど
で
き
な
く
な
っ
た
。
故
の
友
人
に
見
て
ら
れ
た
の
を
殘
念
に
思
い
な
が
ら
、
酒
に
助
け
ら
れ
て
憂
さ
ら
し
を
す
る
。
從
軍
は
樂
し
い
な
ど
と
、
一
體
誰
が
言
っ
た
も
の
か
。
頃
は
、
老
い
ぼ
れ
て
白
く
な
っ
た
鬚
を
毛
き
で
く
始
末
だ
。
「
從
軍
」
と
は
、
姚
合
が
度
使
の
軍
府
に
務
す
る
こ
と
を
言
う
。
そ
の
職
務
の
實
が
「
日
兵
」
（
其
一
）、
「
唯
點
兵
符
」
（
其
二
）
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
兵
の
管
理
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
詩
は
「
從
軍
樂
 」
と
題
し
な
が
ら
、
「
誰
從
軍
樂
」
（
其
二
）
と
白
!す
る
"り
、
詠
じ
て
い
る
容
は
い
わ
ば
從
軍
# で
あ
る
。
姚
合
は
な
ぜ
、
度
從
事
の
職
務
を
#痛
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
軍
府
と
は
い
え
、
姚
合
の
職
務
は
兵
の
管
理
で
あ
り
、
文
官
と
し
て
の
文
書
業
務
で
あ
る
。
決
し
て
武
官
で
は
な
い
。
で
は
度
使
の
$僚
と
い
う
、
中
央
政
府
の
官
僚
（
流
官
）
で
は
な
い
身
分
に
不
滿
を
覺
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
中
%以
&、
度
使
や
'察
使
の
$僚
と
な
る
の
は
文
官
の
有
力
な
昇
(經
路
と
な
っ
て
い
た
。
韓
愈
が
宣
武
軍
度
使
（
)州
）
で
あ
る
董
晉
の
、
ま
た
杜
牧
が
江
西
'察
使
（
洪
州
）
で
あ
る
沈
傳
師
の
$僚
と
し
て
官
*に
入
っ
た
こ
と
は
、
代
表
+な
事
例
で
あ
る
。
姚
合
の
魏
,軍
度
從
事
に
つ
い
て
も
、
當
時
の
文
官
の
昇
(經
路
の
實
態
に
鑑
み
る
な
ら
ば
遜
色
の
な
い
初
任
官
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
故
に
、
こ
れ
を
踏
み
臺
と
し
て
-の
武
功
縣
.

の
榮
(も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
客
'
+に
は
、
使
職
の
$僚
と
い
う
姚
合
の
官
歴
と
武
功
体
（
松
原
）
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身
分
も
、
ま
た
俸
給
に
お
い
て
も
、
加
え
て
試
校
書
・
試
太
常
寺
協
律
と
い
う
京
銜
を
確
保
し
て
い
る
と
い
う
點
で
も
、
こ
の
時
の
姚
合
の
待
は
良
好
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
良
好
な
待
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
姚
合
は
詩
に
不
滿
を
漏
ら
し
て
い
る
。
姚
合
の
文
學
が
持
つ
こ
う
し
た

を
、
我
々
は
確
し
て
お
く
必
が
あ
る
。
詩
の
容
を
吟
味
し
よ
う
。
第
一
に
、
老
病
を
訴
え
る
こ
と
。
「
眼
疼
長
不
校
、
	病
且

無
。
僮
僕
衣
窄
」
（
其
一
）、
「

十
指
痛
」
（
其
二
）、
「
年
來
鑷
白
鬚
」
（
其
二
）。
當
時
、
姚
合
は
四
十
代
の

で
あ
り
、
し
か
も
科

第
後
の
初
任
官
で
あ
る
。
そ
の
時
點
で
す
で
に
自
ら
の
老
病
を
氣
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
況
だ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
第
二
に
、
貧
賤
を
訴
え
る
こ
と
。
「
貧
賤
依
在
」
（
其
二
）。
し
か
し
上
の
よ
う
に
高
額
の
俸
給
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
「
貧
賤
依
在
」
は
實
態
の
な
い
不
滿
で
あ
る
。
姚
合
は
、
元
和
八
年
812か
ら
科
を
受
驗
し
て
三
回
第
し
、
四
回
目
に
し
て
第
し
た
。
そ
の
時
の
喜
び
を
「
第
後
夜
中
書
事
」
詩
に
「
喜


疑
、
狂
來
不
似
儒
。
…
…
報
恩
丞
相
閤
、
何
啻


」
と
綴
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
貧
賤
依
在
」
と
べ
る
の
は
、
單
な
る
詩
修
辭
以
上
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
第
三
に
、
役

め
の
束
の
多
さ
を
訴
え
る
こ
と
。
「
經
年
別
酒
徒
」
（
其
一
）、
「
顛
狂
一
無
」
（
其
二
）。
第
四
に
、
歸
隱
へ
の
願
を
べ
る
こ
と
。
「
幾
時
得
歸
去
、
依
舊
作
山
夫
」
（
其
一
）、
「
身
慚
山
友
棄
」
（
其
二
）。
こ
れ
ら
「
老
・
病
・
貧
・
賤
・
束
」
を
綜
合
す
れ
ば
、
後
日
の
武
功
體
を

す
る
素
が
ほ
ぼ
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
 明
し
よ
う
。
も
う
一
首
、
魏
!
"度
使
從
事
の
時
期
の
作
品
を
讀
ん
で
お
き
た
い
。
寄
絳
州
李
使
君
姚
合
獨
施
#靜
$
獨
り
#靜
の
$を
施
し
て
千
里
管
%汾
千
里
%汾
を
管
す
黎
庶
應
深
感
黎
庶
應
に
深
く
感
ず
る
な
る
べ
く
庭
亦
細
聞
庭
も
亦
た
細
か
に
聞
か
ん
心
期
在
&老
心
に
期
す
る
は
&老
に
在
り
家
事
是
功
勳
家
事
は
是
れ
功
勳
物
外
須
仙
侶
物
外
仙
侶
を
須 ま
ち
人
'
使
君
人
'使
君
を

ま
つ
(多
)地

(多
く
し
て
地
に
)
あ
ま
ねく
ち
山
*滿
廳
雲
山
*く
し
て
廳
を
滿
し
て
雲
あ
り
戎
客
無
因
去
戎
客
去
る
に
因
し
無
く
西
看
白
日
+
西
に
看
れ
ば
白
日
+
く
る
（
大
意
）
政
治
で
は
、
無
私
無
欲
の
,
$を
施
し
て
、
汾
河
の
-り
の
千
里
の
中
國
詩
文
論
叢
第
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土
地
を
治
め
る
。
庶
民
は
、
治
に
靡
き
、

も
、
素
ら
し
い
治
績
を
聞
き
た
い
と
願
う
の
だ
。
先
生
の
思
い
は
、
老
の
に
志
す
こ
と
だ
が
、
家
の
え
は
、
國
家
に
對
し
て
功
勳
を
樹
て
る
こ
と
に
あ
る
。
先
生
は
、
世
	を
離
れ
て
仙
侶
と
の
交
わ
り
を
願
う
の
だ
が
、
世
	で
は
、
先
生
が
刺
史
と
し
て
政
事
を
執
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

き
亂
れ
る
は
、

を
一
面
に
散
り

き
、
山
か
ら
溢
れ
出
す
雲
氣
は
、
政
廳
の
中
ま
で
漲
る
。
自
分
は
そ
の
景
に
心
惹
か
れ
て
、
先
生
を
訪
ね
た
く
思
う
の
だ
が
、
度
使
從
事
の
任
務
が
あ
る
た
め
に
願
い
は
叶
わ
ず
、
夕
日
が
ず
る
絳
州
の
あ
る
西
の
方
を
空
し
く
む
ば
か
り
だ
。
絳
州
李
使
君
と
は
、
元
和
十
年
に
絳
州
刺
史
と
な
っ
た
李
を
指
す
。
李
は
、
宗
の
時
に
朱

せ
いの
亂
を
定
し
て
大
功
を
建
て
た
李
晟
の
子
で
あ
り
、「
家
事
是
功
勳
」
は
、
李
晟
以
來
の
一
族
の
功
業
を
言
う
。
こ
の
詩
が
姚
合
の
魏

僚
時
期
の
作
で
あ
る
こ
と
は
、
「
戎
客
」
の
自
稱
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
詩
は
、
李
が
絳
州
の
地
で
無
爲
に
し
て
す
善
政
を
施
す
こ
と
を
贊
美
す
る
。
李
は
、
老
の
え
に
心
を
寄
せ
、
仙
侶
（
風
の
人
士
）
を
大
事
に
す
る
人
物
で
あ
り
、
ま
た
政
務
に
お
い
て
は
、
父
親
李
晟
の
功
勳
を
繼
い
で
手
腕
を
示
し
、
こ
の
刺
史
な
く
し
て
政
治
は
執
れ
な
い
と
い
う
高
い

を
得
た
と
、
姚
合
は
讃
え
て
い
る
。
特
に
目
し
た
い
の
は
、
最
後
の
四
句
で
あ
る
。
こ
こ
に
姚
合
が
理
想
と
す
る
世
界
が
き
出
さ
れ
る
。

き
亂
れ
る
は
、

を
一
面
に
散
り
き
、
山
か
ら
溢
れ
出
す
雲
氣
は
、
政
廳
の
中
ま
で
漲
る
（「
多
地
、
山
滿
廳
雲
」
）。
そ
れ
は
 す
る
に
、
隱
!の
"ま
う
山
居
の
景
で
あ
る
。
そ
の
隱
!の
世
界
と
一
體
の
、
さ
な
が
ら
に
無
爲
に
し
て
治
ま
る
太
古
淳
樸
の
世
界
に
、
姚
合
の
心
は
惹
か
れ
ゆ
く
の
で
あ
る
。
無
論
姚
合
は
、
李
の
治
め
る
絳
州
を
實
際
に
見
た
わ
け
で
は
な
く
、
從
っ
て
こ
れ
は
彼
の
心
の
中
で
理
想
さ
れ
た
世
界
の
光
景
に
#ぎ
な
い
。
し
か
し
眼
$の
現
實
世
界
は
、
こ
の
理
想
さ
れ
た
世
界
を
基
準
に
し
て
「
價
」
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
政
治
の
直
接
の
責
任
!（
地
方
で
あ
れ
ば
縣
令
・
刺
史
な
ど
）
が
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
、
こ
の
時
の
官
僚
と
し
て
驅
け
出
し
の
姚
合
に
は
、
無
論
そ
の
實
感
を
持
ち
よ
う
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
や
が
て
姚
合
が
金
州
刺
史
と
な
っ
た
時
、
そ
の
思
い
は
、
自
ら
の
%を
く
「
金
州
書
事
寄
山
中
舊
友
」
と
い
う
詩
に
結
實
す
る
。
こ
の
詩
に
つ
い
て
は
後
に
檢
討
す
る
が
、
&
略
、
姚
合
は
金
州
刺
史
と
な
っ
た
自
己
を
、
こ
の
詩
に
か
れ
た
絳
州
刺
史
李
の
よ
う
に
振
'わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
＊
＊
＊
＊
＊
魏

度
使
僚
時
期
の
作
品
を
四
篇
紹
介
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
分
か
る
の
は
、
姚
合
が
武
功
縣
(
)に
任
官
す
る
以
$に
あ
っ
て
、
す
で
姚
合
の
官
歴
と
武
功
体
（
松
原
）
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に
武
功
體
の
原
型
は
出
來
上
が
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
自
己
の
貧
賤
と
老
病
を
き
、
職
務
に
は
無
能
を
裝
い
、
歸
隱
を
願
す
る
。
こ
う
し
て
四
篇
の
詩
に
表
明
さ
れ
る
も
の
こ
そ
、
や
が
て
は
「
武
功
縣
中
作
三
十
首
」
に
お
い
て
熟
す
る
武
功
體
の
美
學
特
を
先
取
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
武
功
縣

の
時
期
に
姚
合
が
	り
に
訴
え
る

の
「
貧
・
鄙
・
老
・
病
・
束
・
怠
・
隱
」
を
そ
の
ま
ま
實
態
と
見
る
理
解
が
、
い
か
に
危
險
な
で
あ
る
か
が
確
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
る
に
、
武
功
體
の
文
學
は
、
實
際
に
そ
こ
に
あ
る
生
活
を
寫
實
す
る
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
「
官
」
に
對
す
る
心

抵
抗
の
樣
式
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
そ
こ
に
訴
え
ら
れ
る
「
貧
・
鄙
・
老
・
病
・
束
・
怠
・
隱
」
は
、
事
實
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
武
功
體
を
立
さ
せ
る
た
め
の
修
辭
と
理
解
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
魏

の
職
は
、
姚
合
が
士
第
の
後
に
最
初
に
就
任
し
た

家
官
で
あ
る
。
受
驗
に
失
敗
し
て
三
年
の
浪
人
生
活
を
っ
た
こ
と
は
、
當
時
と
し
て
は
常
の
事
態
で
あ
る
。
ま
た
四
〇
の
第
も
、
三
十
代
の
わ
り
に
初
め
て
應
し
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
格
別
に
遲
す
ぎ
る
こ
と
で
も
な
い
。
い
わ
ば
、
姚
合
は
順
に
官
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
職
官
と
し
て
の
報
酬
も
、
十
分
で
あ
っ
た
。
し
か
も
田
弘
正
の
優
も
あ
っ
て
、
試
校
書
・
試
太
常
寺
協
律
と
い
う
中
央
官
の
京
銜
を
帶
び
る
こ
と
も
で
き
た
。
こ
の
上
に
付
け
加
え
れ
ば
、
任
地
の
魏
州
（
河
北
省
大
名
縣
北
）
は
、
姚
合
が
育
っ
た
相
州
（
河
南
省
安
陽
市
）
か
ら
も

か
っ
た
（
 八
〇
キ
ロ
）。
好
條
件
に
惠
ま
れ
、
い
わ
ば
取
の
希
に
燃
え
て
官
に
乘
り
出
す
べ
き
時
に
當
た
っ
て
、
姚
合
は
、
何
故
か
く
も
!嬰
な
文
學
を
作
る
こ
と
を
お
ぼ
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
こ
そ
、
姚
合
の
文
學
を
考
え
る
上
で
の
最
大
の
課
題
で
あ
り
、
ま
た
"ら
く
こ
の
問
題
を
考
え
る
中
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
#
$文
學
の
%生
の
祕
密
を
探
し
當
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
四
萬
年
縣
尉
武
功
縣

の
後
話
を
&そ
う
。
姚
合
は
、
武
功
縣

を
長
慶
三
年
（
823）
に
罷
め
た
後
、
そ
の
年
の
秋
に
萬
年
縣
尉
に
就
任
し
て
い
る
（
'）。
萬
年
縣
尉
は
、
す
で
に
(べ
た
よ
う
に
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
の
眞
ん
中
に
位
置
す
る
官
職
で
あ
る
。
姚
合
は
こ
の
萬
年
縣
尉
と
い
う
衆
人
羨
の
職
を
跳
)臺
と
し
て
、
さ
ら
に
監
察
御
史
へ
と
*官
す
る
こ
と
に
な
る
。
監
察
御
史
が
高
+官
僚
へ
の
登
龍
門
で
あ
る
こ
と
は
,知
の
-り
で
あ
り
（
.７
參
照
）、
以
後
の
姚
合
の
官
/は
理
想
型
に
從
う
も
の
で
あ
っ
た
。
姚
合
は
、
萬
年
縣
の
官
舍
に
詩
友
た
ち
を
呼
び
集
め
て
何
度
も
詩
會
を
催
し
た
。
そ
の
時
の
作
を
紹
介
し
よ
う
。
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萬
年
縣
中
雨
夜
會
宿
寄
皇
甫
甸
姚
合
縣
齋
寂
寞
縣
齋

ま
た
寂
寞
夕
雨
洗
苔
夕
雨
苔
を
洗
へ
り
氣
燈
潤
氣
燈

か
すか
に
潤
い
聲
竹
共
來
聲
竹
と
共
に
來
た
る
蟲
移
上
階

蟲
移
り
て
階
に
上
り
て
づ
き
客
到
門
迴
客
ち
て
門
に
到
り
て
迴
る
想
得
吟
詩
處
想
ひ
得
た
り
詩
を
吟
ず
る
處
唯
應
對
酒
杯
唯
だ
應
に
酒
杯
に
對
す
べ
し
（
大
意
）
萬
年
縣
の
官
舍
（
縣
齋
）
は
、
や
は
り
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
て
、
夜
の
雨
が
	い
苔
に

っ
て
い
る
。
す
が
す
が
し
い
氣
配
に
、
燈
火
も
心
な
し
か
濕 う
る
おい
、
冷
た
い
き
が
、
竹
の
そ
よ
ぎ
と
共
に
聞
こ
え
て
く
る
。
蟲
は
、
き
ざ
は
し
を
登
っ
て
寄
っ
て
き
た
。
客
は
、
人
の
訪
れ
を
氣
っ
て
、
庭
先
を
門
ま
で
い
て
っ
て
き
た
。
皇
甫
甸
よ
、
君
の
こ
と
を
思
い
か
べ
て
い
る
。
君
が
詩
を
吟
ず
る
時
、
き
っ
と
酒
と
向
か
い
合
っ
て
い
る
に
い
な
い
の
だ
。
こ
こ
で
姚
合
は
、
萬
年
縣
の
官
舍
を
、
さ
な
が
ら
邊
鄙
な
村
里
の
一
角
の
よ
う
に
き
出
す
。
「
こ
こ
萬
年
縣
の
縣
齋
も
、
や
は
り
以

（
武
功
縣
）
の
縣
齋
と
同
じ
よ
う
に
、
寂
寞
と
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
第
二
句
か
ら
第
六
句
ま
で
は
、
そ
の
縣
齋
の
寂
寞
を
き
出
す
。
例
え
ば
、
夜
雨
が
苔
を
濡
ら
す
。
苔
と
は
、
詩
の
中
で
は
決
ま
っ
て
、
人
の
訪
れ
の
え
た
寂
し
い
世
界
の
一
角
を
填
め
る
景
物
で
あ
る
。
肝
心
な
こ
と
は
、
こ
の
詩
が
く
場
面
の
在
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
讀
は
、
詩
題
に
「
萬
年
縣
中
」
の
明
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
が
片
田
舍
の
縣
の
官
舍
と
理
解
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
萬
年
縣
は
、
朱
雀
大
街
に
よ
っ
て
二
分
さ
れ
る
長
安
の
東
分
を
管
す
る
縣
で
あ
り
、
大
明
宮
も
興
慶
宮
も
そ
の
管
下
に
あ
る
、
代
に
國
一
千
五
百
余
り
あ
っ
た
縣
の
中
の
ま
ぎ
れ
も
な
く
最
重
縣
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
政
廳
が
置
か
れ
た
宣
陽
坊
は
、
東
市
に
接
し
、
北
の
康
坊
は
、
北
里
と
呼
ば
れ
る
有
名
な
樂
街
で
あ
る
。
そ
し
て
興
慶
宮
に
も
皇
に
も
 

い
立
地
を
占
め
て
い
た
。
す
る
に
長
安
の
街
!の
眞
ん
中
に
あ
り
、
當
時
に
あ
っ
て
こ
れ
以
上
に
"
#な
地
域
は
な
か
っ
た
。
萬
年
縣
の
官
舍
は
、
そ
の
宣
陽
坊
に
あ
る
こ
と
を
$識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
姚
合
は
萬
年
縣
の
縣
齋
を
、
恰
も
武
功
縣
と
變
わ
ら
ぬ
よ
う
に
い
て
い
る
。
で
は
「
貧
・
鄙
・
老
・
病
・
束
・
怠
・
隱
」
に
よ
っ
て
性
格
付
け
ら
れ
る
武
功
體
（
「
武
功
縣
中
作
三
十
首
」
）
に
對
し
て
、
こ
の
詩
は
ど
の
 
度
の
%離
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
詩
は
、
自
分
が
&人
に
な
っ
て
催
し
た
集
會
の
詩
と
い
う
性
格
も
あ
り
、
自
分
自
身
の
「
貧
」
「
老
病
」
な
ど
の
不
'・
不
(を
話
題
姚
合
の
官
歴
と
武
功
体
（
松
原
）
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に
す
る
こ
と
は
抑
制
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
中
で
際
立
つ
の
は
、
そ
の
場
が

の
中
央
で
あ
る
こ
と
の
隱
蔽
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
の
「
鄙
」
の
素
の

で
あ
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
姚
合
が
長
安

部
を
管
	す
る
赤
縣
・
萬
年
縣
尉
と
い
う
人
士
羨

の
美
職
に
あ
る
こ
と
も
、
隱
蔽
さ
れ
る
。
か
く
し
て
姚
合
は
、
自
分
が
特
別
の
官
職
に
あ
る
事
實
を
一
切
撥
棄
し
て
、
あ
た
か
も
一
隱
が
、
舍
に
お
い
て
詩
友
た
ち
と
布
衣
の
交
わ
り
を
繰
り
廣
げ
る
か
の
よ
う
に
詩
を
作
る
の
で
あ
る
。
武
功
體
と
は
、
「
貧
・
鄙
・
老
・
病
・
束
・
怠
・
隱
」
の

機
を
じ
て
、
「
中
央
・
力
・
富
貴
」
を
屬
性
と
す
る
「
官
」
の
素
を
ぎ
と
す
、
つ
ま
り
臺
の
「
官
」
を
實
現
す
る
樣
式
で
あ
る
。
眼
の
屆
く
あ
ら
ゆ
る
光
景
を
、
世
界
の
邊
鄙
な
片
隅
に
布
置
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
姚
合
の
文
學
の
美
學
で
あ
り
、
武
功
縣

の
時
代
に
彼
が
完
し
た
「
武
功
體
」
の
特
で
あ
る
。
姚
合
は
、
そ
の
武
功
體
を
用
い
て
、
長
安
の
中
心
に
あ
る
萬
年
縣
の
官
舍
の
景
を
い
た
の
で
あ
る
。
＊
＊
＊
＊
＊
に
萬
年
縣
尉
を
任
し
た
時
期
（
寶
元
年
の
秋
？
）
の
詩
も
讀
ん
で
お
き
た
い
。
姚
合
と
唱
和
し
た
張
の
詩
も
、
こ
こ
で
は
參
考
に
な
る
。
寄
客
張
中
姚
合
年
長
方
 
!
年
長
け
て
方
に
!を
 ふ
も
金
丹
事
參
差
金
丹
事
參
差
た
り
故
園
歸
未
得
故
園
歸
る
こ
と
未
だ
得
ず
秋
風
思
"持
秋
風
思
ひ
持 た
へ
"し
蹇
拙
公
府
棄
蹇
拙
な
れ
ば
公
府
に
棄
て
ら
れ
朴
靜
高
人
知
朴
靜
な
れ
ば
高
人
に
知
ら
る
以
我
齊
杖
#
我
の
杖
#
く
（
老
人
＝
張
）
に
齊
し
き
を
以
て
昏
旭
$相
離
昏
旭
$ぞ
相
ひ
離
れ
ん
吟
詩
紅
%寺
詩
を
吟
ず
紅
%の
寺
對
酒
&
'籬
酒
に
對
す
&
'の
籬
賞
未
(畢
賞
す
る
未
だ
畢
ふ
る
に
(ば
ず
後
)良
有
期
後
)良 まこ
とに
期
有
ら
ん
粲
粲
*省
+
粲
粲
き
み
は
*省
に
+ま
ん
屑
屑
,客
-
屑
屑
わ
れ
は
,客
の
-な
り
未
同
山
中
去
未
だ
同
に
山
中
に
去
ら
ず
固
當
殊
路
岐
固
よ
り
當
に
路
岐
を
殊
に
す
べ
し
（
大
意
）
老
年
に
な
っ
て
!を
 う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
金
丹
は
、
思
う
よ
う
に
作
れ
な
い
。
故
.に
歸
る
こ
と
は
叶
わ
ず
、
秋
風
が
吹
く
時
、
思
い
は
堪
え
ら
れ
な
く
な
る
。
仕
事
が
愚
圖
で
、
役
か
ら
は
/い
出
さ
れ
た
が
、
醇
朴
を
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愛
す
る
の
で
、
高
人
（
張
）
に
は
相
手
に
さ
れ
る
。
自
分
は
、
先
生
と
は
思
い
が
同
じ
な
の
で
、
夕
、
ど
う
し
て
離
れ
て
お
ら
れ
よ
う
か
。
一
に
紅

の
寺
で
詩
を
吟
じ
、

の
籬
の
あ
た
り
で
酒
杯
を
み
交
わ
し
た
。
樂
し
み
を
盡
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
後
日
の
樂
し
み
取
っ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
先
生
は
威
儀
を
正
し
て
	書
省
の
高
官
と
し
て
お

め
で
あ
る
が
、
私
は
今
は
あ
た
ふ
た
と
人
の
に
身
を
む
。
先
生
と
一
に
隱
遁
し
た
く
と
も
、
そ
れ
は
叶
わ
な
い
。
か
く
な
る
上
は
、
先
生
と
は
う
を
く
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
答
姚
合
少
府
張

病
來
辭
赤
縣
病
み
來
た
っ
て
赤
縣
を
辭
す
案
上
有
丹
經
案
上
に
丹
經
有
り
爲
客
燒


客
の
爲
に

を
燒
き
兒
竹
亭
兒
を
し
て
竹
亭
を
か
し
む
詩
添
舊
卷
詩
り
て
舊
卷
に
添
へ
酒
盡
臥
空

酒
盡
き
て
空
を
臥
た
う
閣
下
今


閣
下
今


誰
瞻
隱
士
星
誰
か
隱
士
星
を
瞻
ん
や
（
大
意
）
君
は
病
を
得
て
赤
縣
尉
を
辭
任
し
た
。
机
の
上
に
は
、
丹
經
の
書
が
開
か
れ
て
い
る
。
お
宅
を
お
訪
ね
た
時
に
は
、
お
を
點
て
て
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
お
子
に
は
、
竹
亭
を
除
さ
せ
て
い
た
。
君
は
詩
を
作
っ
て
は
、
舊
卷
に
書
き
添
え
、
酒
を
盡
く
し
て
は
、
空
を
た
え
る
。
君
は
今
、
閑
居
の
身
。
そ
の
隱
士
星
の
よ
う
な
君
の
こ
と
を
、
私
以
外
に
、
い
っ
た
い
誰
が
見
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
姚
合
は
、
寶
元
年
825の
秋
に
萬
年
縣
尉
を
任
し
た
。
年
余
り
の
守
（
任
官
待
機
）
の
後
、
 年
四
!に
"の
監
察
御
史
に
就
任
し
て
い
る
（
#）。
姚
合
の
任
は
、
彼
自
身
の
語
る
と
こ
ろ
を
信
ず
れ
ば
、
任
期
$中
で
の
體
%不
良
に
よ
る
辭
任
で
あ
る
。
こ
の
萬
年
縣
尉
任
の
經
&に
つ
い
て
、
郭
文
鎬
年
譜
の
語
る
と
こ
ろ
を
見
て
お
き
た
い
。
寶
'元
年
秋
、
姚
合
は
「
寄
(客
張
)中
」
を
作
る
が
、
中
で
「
蹇
拙
公
府
棄
」
と
あ
る
の
は
、
萬
年
縣
尉
を
去
っ
た
こ
と
を
言
う
。
ま
た
そ
こ
に
「
年
長
方
*
、
金
丹
事
參
差
」
と
あ
る
の
は
、
張
の
「
+姚
合
少
府
」
に
「
病
來
辭
赤
縣
、
案
上
有
丹
經
」
と
あ
る
の
と
,合
す
る
の
で
、
二
詩
は
同
時
の
作
と
分
か
る
。
「
+姚
合
少
府
」
の
「
+」
は
、『
-
.詩
』
の
校
語
に
「
一
作
答
」
と
あ
り
、
「
答
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
姚
合
は
寶
'元
年
秋
に
萬
年
縣
尉
を
辭
し
て
お
り
、
/算
す
る
と
、
病
氣
を
理
由
に
長
0
（
長
期
休
暇
申
1）
し
た
の
は
、
2で
あ
ろ
う
。
姚
合
の
官
歴
と
武
功
体
（
松
原
）
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姚
合
の
詩
中
の
一
句
「
蹇
拙
公
府
棄
」
が
、
萬
年
縣
尉
の
任
を
指
す
の
は

い
あ
る
ま
い
。
問
題
は
、
そ
の
任
の
經
で
あ
ろ
う
。
郭
文
鎬
は
、
張
の
「
病
來
辭
赤
縣
」
を
根
據
に
、
病
氣
で
辭
任
し
た
と
考
え
た
。
但
し
、
任
期
中
で
辭
任
し
た
の
で
は
な
く
、
病
氣
を
理
由
に
長
期
休
暇
を
願
い
出
て
、
そ
の
期
限
の
百
日
に
し
た
時
點
で
規
則
に
よ
っ
て
自
動
	に
任
に
な
っ
た
、
と
推
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
寶

元
年
の
長
、
秋
の
任
、
と
い
う
郭
文
鎬
の
解
釋
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
別
の
可
能
性
を
考
え
て
み
る
必
が
あ
る
。
郭
文
鎬
は
、
姚
合
と
、
姚
合
に
唱
和
し
た
張
の
詩
句
の
容
を
そ
の
ま
ま
信
じ
す
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
。
も
し
「
蹇
拙
公
府
棄
」
（
仕
事
が
愚
圖
で
役
か
ら
い
出
さ
れ
た
）
の
が
眞
實
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
に
監
察
御
史
と
い
う
人
も
羨
む
貴
の
官
に
昇
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
そ
こ
に
病
氣
ま
で
加
わ
っ
て
「
病
來
辭
赤
縣
」
（
病
氣
で
赤
縣
の
職
を
辭
し
た
）
の
で
あ
れ
ば
、
監
察
御
史
と
い
う
劇
の
職
に
姚
合
を
任
官
す
る
こ
と
が
あ
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
て
み
れ
ば
、
姚
合
は
初
任
官
の
魏

度
從
事
の
時
期
か
ら
、
す
で
に
老
病
の
不
を
訴
え
て
い
た
。
ま
た
武
功
縣

の
時
期
に
は
、
そ
の
老
病
哀
訴
を
基
と
し
た
「
武
功
縣
中
作
三
十
首
」
に
代
表
さ
れ
る
武
功
體
の
文
學
を
確
立
し
た
。
姚
合
が
身
體
の
不
を
訴
え
る
と
き
に
は
、
そ
れ
が
彼
一
流
の
「
文
學
表
現
」
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
張
の
唱
和
詩
に
つ
い
て
も
、
姚
合
の
「
文
學
表
現
」
を
理
解
し
つ
つ
「
病
來
辭
赤
縣
」
と
呼
應
し
た
も
の
と
理
解
す
る
の
が
筋
で
あ
ろ
う
。
姚
合
は
、
萬
年
縣
尉
を
辭
任
し
た
後
、
監
察
御
史
・
殿
中
侍
御
史
・
侍
御
史
と
い
う
臺
の
職
を
任
す
る
。
そ
れ
ら
は
美
職
で
あ
る
と
共
に
、
激
職
で
あ
る
。
し
か
し
姚
合
は
こ
れ
ら
の
職
を
め
上
げ
た
。
ま
た
金
州
刺
史
・
杭
州
刺
史
・
陝

察
使
と
い
う
地
方
の
大
官
を

任
し
て
、
六
六
 の
長
壽
を
!う
し
て
い
る
。
姚
合
は
、
必
ず
し
も
蒲
柳
の
質
で
は
な
か
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
"ら
く
姚
合
は
、
寶

元
年
秋
ま
で
の
萬
年
縣
尉
の
任
期
を
、
怠
惰
に
流
れ
る
で
も
な
く
、
病
氣
に
な
る
で
も
な
く
、
無
事
に
め
上
げ
た
も
の
と
#斷
さ
れ
る
。
假
に
姚
合
に
體
の
す
ぐ
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
誰
に
も
あ
る
範
圍
の
こ
と
と
見
て
差
支
え
無
か
ろ
う
。
す
る
に
姚
合
の
「
寄
客
張
$中
」
詩
は
、
そ
れ
を
武
功
體
の
作
品
と
し
て
解
釋
す
る
の
が
%當
な
の
で
あ
る
。「
蹇
拙
公
府
棄
」
と
は
、
「
武
功
縣
中
作
三
十
首
」
に
縷
々
&べ
ら
れ
た
職
務
倦
怠
の
'
(を
、
さ
ら
に
被
)
	な
形
を
と
っ
て
擴
充
し
た
も
の
と
考
え
れ
ば
良
い
。
何
と
し
て
も
こ
の
句
の
直
*に
置
か
れ
た
作
品
+頭
の
「
年
長
方
,
-、
金
丹
事
參
差
。
故
園
歸
未
得
、
秋
風
思
.持
」
の
歸
隱
の
思
い
を
綴
る
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
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四
句
を
見
れ
ば
、
そ
こ
に
は
無
念
に
も
罷
さ
れ
た
が
懷
く
圍
へ
の
惡
や
屈
辱
の
思
い
は
な
く
、
む
し
ろ
淡
々
と
趣
味
に
生
き
る
の
心
の
余
裕
さ
え
あ
る
。
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
「
蹇
拙
公
府
棄
」
の
後
に
は
、
「
朴
靜
高
人
知
」
（
自
分
の
澹
泊
な
性
格
を
、
高
人
＝
張
は
理
解
し
て
く
れ
る
）
と
い
う
自
己
肯
定
の
句
も
現
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
四
句
が
綴
る
歸
隱
へ
の
希
は
、
如
こ
の
時
期
に
現
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
數
年
以
	の
魏

從
事
期
の
「
學
佛
憂
老
、
爲
儒
自
喜
貧
。
山
歸
未
得
、
朮
中
春
」
（
「
假
日
書
事
院
中
司
徒
」
）
や
、
「
幾
時
得
歸
去
、
依
舊
作
山
夫
」
（
「
從
軍
樂
二
首
」
其
一
）
と
同
工
曲
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
が
、
老
病
を
訴
え
、
職
務
へ
の
倦
怠
を
綴
り
、
歸
隱
へ
の
願
を
べ
る
の
は
、
萬
年
縣
尉
を
何
か
特
別
の
事
（
例
え
ば
職
務
怠
慢
や
病
臥
に
よ
る
罷
）
で
辭
任
す
る
た
め
な
ど
で
は
な
く
、
そ
れ
が
正
し
く
姚
合
の
文
學
の
地
色
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
が
當
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
が
、
姚
合
の
武
功
體
文
學
な
の
で
あ
る
。
五
萬
年
縣
尉
以

以
下
、
驅
け
足
で
、
そ
の
後
の
姚
合
の
文
學
に
お
い
て
も
武
功
體
趣
味
が
保
持
さ
れ
る
こ
と
を
確
し
て
お
き
た
い
。
萬
年
縣
尉
の
後
、
姚
合
は
監
察
御
史
・
殿
中
侍
御
使
・
侍
御
使
と
臺
の
官
職
を
任
す
る
。
い
ず
れ
も
エ
リ
ー
ト
が
經
由
す
る
「
官
」
で
あ
る
（
第
二


の
『

書
』
卷
四
二
「
職
官
」
）。
殿
中
侍
御
使
（
正
七
品
上
・
俸
錢
：
四

文
）
に
在
任
中
の
作
品
を
讀
ん
で
み
よ
う
。
喜
馬
戴
夜
見
 期
無
可
上
人
不
至
姚
合
馬
戴
の
夜
に
 ぎ
ら
る
を
喜
ぶ
無
可
上
人
を
期
す
る
も
至
ら
ず
客
來
初
夜
裏
客
は
來
た
る
初
夜
（
初
更
）
の
裏 う
ち
藥
酒
自
開
封
藥
酒
自
ら
封
を
開
く
老
漸
多
歸
思
老
い
て
は
漸
く
歸
思
多
く
貧
惟
長
病
容
貧
に
し
て
惟
だ
病
容
長
し
!
"燈
#細
"に
!し
み
て
燈
#細
く
$曉
鼓
聲
重
曉
に
$く
し
て
鼓
聲
重
し
%可
&相
'
%可
は
&た
相
ひ
'て
深
居
閉
古
松
深
居
古
松
に
閉
ざ
す
（
大
意
）
(に
、
馬
戴
が
や
っ
て
來
た
。
)酒
の
甕
の
封
を
開
い
て
、
飮
む
こ
と
に
し
よ
う
。
年
を
取
っ
て
、
故
*に
歸
り
た
い
思
い
が
+り
、
貧
乏
,ら
し
の
た
め
か
、
い
つ
ま
で
も
病
氣
が
治
ら
な
い
。
"さ
の
せ
い
で
、
ろ
う
そ
く
の
焔
も
-々
し
げ
で
、
や
が
て
夜
明
け
と
い
う
時
に
、
太
鼓
の
.が
重
く
空
氣
を
振
わ
せ
る
。
無
可
上
人
は
、
ま
た
も
や
我
ら
を
お
見
'て
だ
。
松
の
老
木
の
姚
合
の
官
歴
と
武
功
体
（
松
原
）
83
陰
に
籠
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
詩
が
殿
中
侍
御
使
に
在
任
時
の
作
で
あ
る
こ
と
は
、
馬
戴
に
こ
れ
に
唱
和
し
た
「
集
宿
姚
殿
中
宅
期
無
可
不
至
」
詩
が
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
殿
中
侍
御
使
は
、
封
演
が
「
八
儁
」
の
中
に
數
え
る
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
の
官
職
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
老
漸
多
歸
思
、
貧
惟
長
病
容
」
の
詩
句
が
あ
る
こ
と
に
目
し
た
い
。
姚
合
は
こ
こ
に
至
っ
て
も
「
貧
」
を
訴
え
、
「
老
・
病
」
を
訴
え
て
歸
隱
を
願
し
て
い
る
。
は
、
書
省
の
官
（
員
外
・
中
）
に
在
任
中
の
作
で
あ
る
。
書
懷
寄
友
人
姚
合
	心
奉
北
宗
	心
北
宗 しゆ
うを
奉
ず
る
も

宦
在
南
宮

宦
南
宮
に
在
り
舉
世
勞
爲

世
を
舉
げ
て
勞
を
と
爲
し
開
門
事
不
窮
門
を
開
け
ば
事
窮
ま
ら
ず
年
來
復
幾
日
年
來
復
た
幾
日
ぞ
去
又
鳴
鴻
去
り
て
又
た
鳴
鴻
衰
疾
誰
人
問
衰
疾
誰
れ
人
か
問
は
ん

與
酒


酒
と
ぜ
り
四
鄰
稍
靜
四
鄰
く
し
て
稍
や
靜
か
に
九
陌
夜
方
空
九
陌
夜
に
し
て
方 ま
さに
空
し
知
老
何
山
是
老
を
知
る
何
れ
の
山
か
是
な
る
思
歸
愚
谷
中
歸
る
を
思
ふ
愚
谷
の
中
（
大
意
）
心
意
、
北
宗
禪
を
信
奉
し
て
い
る
の
だ
が
、

官
と
な
っ
て
心
な
ら
ず
も
書
省
に
役

め
だ
。
世
で
は
、
職
務
	
を
「
む
と
こ
ろ
」
と
心
得
て
、
そ
れ
で
家
を
出
れ
ば
、
仕
事
が
は
て
し
も
な
く
押
し
寄
せ
る
。
新
し
い
年
ま
で
、
あ
と
何
日
だ
ろ
う
か
。
が
鳴
き
止
ん
だ
と
思
う
に
、
雁
が
鳴
き
な
が
ら
渡
っ
て
き
た
。
我
が
身
の
衰
え
を
、
一
體
誰
が
心
配
し
て
く
れ
よ
う
か
。
閑
な
時
は
、
酒
と
心
を
わ
せ
る
。


は
、
く
な
っ
た
せ
い
か
靜
か
に
な
っ
た
。
大
路
も
、
夜
に
な
っ
た
の
で
ひ
と
氣
が
え
た
。
年
を
取
っ
た
と
思
う
に
つ
け
て
、
何
處
が
良
い
か
と
思
い
あ
ぐ
ね
る
。
い
っ
そ
愚
公
の
谷
に
で
も
隱
遁
す
る
こ
と
に
し
よ
う
か
。
「
貧
・
鄙
・
老
・
病
・
束
・
怠
・
隱
」
の
基
準
に
照
ら
せ
ば
、
こ
の
う
ち
言
さ
れ
て
い
な
い
の
は
「
貧
・
鄙
」
の
二
事
だ
け
で
あ
る
。
詩
中
の
「
南
宮
」
は
、
北
面
の
中
書
省
・
門
下
省
に
對
し
て
、
書
省
の
こ
と
を
言
う
。
姚
合
が
書
省
に
務
し
た
の
は
太
和
五
年
830
に
部
員
外
（
從
六
品
上
）
に
就
任
し
て
か
ら
、
太
和
八
年
に
部
中
（
從
五
品
上
）
と
し
て
杭
州
刺
史
に
轉
出
す
る
ま
で
の
四
年
で
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
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あ
り
、
姚
合
五
五
か
ら
五
八
の
時
期
に
當
た
る
。
こ
の
、
太
和
六
年
秋
か
ら
年
秋
ま
で
の
金
州
刺
史
赴
任
が
挾
ま
っ
て
い
る
。
官
と
稱
さ
れ
る
中
・
員
外
は
、
正
五
品
以
上
の
高
官
（
中
書
舍
人
・
給
事
中
・
諫
議
大
夫
・
御
史
中
丞
ま
た
正
四
品
の
侍
）
に
升
る
た
め
の
重
な
階
梯
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
自
體
が
「
八
儁
」
に
數
え
ら
れ
る
美
職
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
姚
合
が
自
分
の
官
職
を
「
宦
」
と
稱
す
る
の
は
、
常
で
は
な
い
。
し
か
も
そ
れ
だ
け
の
重
職
に
あ
り
な
が
ら
、
官
僚
の
生
態
に
對
し
て
は
傍
	

の
よ
う
に
「
舉
世
勞
爲
、
開
門
事
不
窮
」
と
冷
か
な
線
を
投
げ
か
け
る
。
そ
れ
は
「
心
奉
北
宗
」「

與
酒
」「
思
歸
愚
谷
中
」
と
い
う
句
に
べ
ら
れ
た
「
怠
・
隱
」
の
趣
向
に
、
自
己
を
重
ね
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
＊
＊
＊
＊
＊
姚
合
は
官
在
任
中
の
五
十
六
の
時
（
大
和
六
年
832）、
刺
史
と
な
っ
て
金
州
（
中
盆
地
の
衝
＝
安
康
）
に
赴
任
す
る
。
そ
の
赴
任
先
で
、
長
安
の
詩
友
た
ち
に
寄
せ
た
詩
を
讀
ん
で
み
よ
う
。
金
州
書
事
寄
山
中
舊
友
姚
合
安
康
雖
好
郡
安
康
（
金
州
）
好
郡
な
り
と
雖
も
刺
史
是


刺
史
は
是
れ

か
ん

買
酒

飮
酒
を
買
ひ
て

飮
み
吟
詩
一
室
空
詩
を
吟
じ
て
一
室
空
し
自
知
爲
政
拙
自
ら
爲
政
の
拙
な
き
を
知
る
も
衆
亦
覺
心
公
衆
も
亦
た
心
の
公
な
る
を
覺
る
親
事
星
河
在
憂
人
骨
肉
同
書
嵐
色
裏
鼓
角
水
聲
中
井
邑
州
接
帆
檣
路

野
亭
帶
霧
竹
寺
多
風
漑
稻
長
川
白
燒
林
岫
紅
舊
山
期
已
失
舊
山
期
已
に
失
へ
り

思
何
窮

思
ひ
何
ぞ
窮
ま
ら
ん
林
下
無
相
笑
林
下
相
ひ
笑
ふ
も
の
無
し
男
兒
五
馬
雄
男
兒
五
馬
雄
な
り
（
大
意
）
金
州
は
、
立
な
郡
だ
が
、
刺
史
の
自
分
は
、
無
能
な
年
寄
り
だ
。
酒
を
買
っ
て
、
日
が
な
一
日
飮
み
續
け
、
詩
を
作
っ
て
は
、
部
屋
は
空
っ
ぽ
で
 え
も
な
い
。
自
分
で
も
政
治
が
下
手
だ
と
承
知
だ
が
、
民
も
、
自
分
に
私
欲
な
い
こ
と
だ
け
は
分
か
っ
て
く
れ
る
。
…
…
故
!に
歸
る
こ
と
は
、
期
待
で
き
ず
、
隱
遁
の
思
い
は
、
"る
ば
か
り
だ
。
園
林
の
中
に
い
て
も
、
共
に
談
笑
す
る
友
が
い
な
い
。
自
分
は
、
五
頭
の
馬
に
馬
車
を
牽
か
せ
る
大
官
と
な
っ
た
が
、
我
が
身
の
孤
獨
を
か
こ
つ
有
樣
だ
。
上
州
の
刺
史
（
從
三
品
、
#俸
錢
八
$文
）
の
待
%を
得
て
い
る
の
で
、
さ
す
が
に
貧
&を
訴
え
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
州
の
長
官
で
あ
る
の
で
、
姚
合
の
官
歴
と
武
功
体
（
松
原
）
85
上
司
に
向
か
っ
て
を
折
る
屈
さ
を
く
字
句
も
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
詩
に
は
武
功
體
の
趣
味
が
息
づ
い
て
い
る
。
第
一
に
、
自
分
を
無
能
（

）
と
見
な
す
こ
と
、
ま
た
そ
の
結
果
と
し
て
、
第
二
に
、
職
務
を
れ
て
飮
酒
・
吟
詩
に
耽
溺
す
る
こ
と
、
第
三
に
、
歸
隱
の
思
い
を
綴
り
、
歸
隱
の
思
い
を
共
有
す
る
同
好
の
士
を
求
め
る
こ
と
、
で
あ
る
。
武
功
體
の
特
	は
、
總
じ
て
官
の
價
値

（
中
央
・
力
・
富
貴
）
に
對
す
る
極
抵
抗
で
あ
り
、
老
と
病
と
怠
と
隱
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
官
の
價
値

が
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
素
と
閑
を
價
値
と
す
る
小
さ
な
別
乾
坤
を
建
立
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
金
州
刺
史
と
な
っ
た
姚
合
に
し
て
作
り
得
た
「
武
功
體
」
の
詩
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
姚
合
は
自
ら
が
地
方
政
治
の
責
任
と
な
る
に
當
た
っ
て
、
「
自
知
爲
政
拙
、
衆
亦
覺
心
公
―
政
事
の
執
り
方
は
稚
拙
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
民
衆
は
、
自
分
に
は
私
心
が
無
い
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
る
」
と

べ
る
。
姚
合
が
理
想
と
す
る
無
爲
の
治
の
實
踐
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
姚
合
の
詩
に
對
し
て
、
詩
友
の
馬
戴
が
以
下
の
詩
を
作
っ
た
。
共
に
十
韻
二
十
句
の
五
言
排
律
で
あ
る
の
は
、
兩
が
唱
和
の
關
係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。
寄
金
州
姚
使
君
員
外
馬
戴
老
懷
淨 マ
マ
、
乞
去
守
洵
陽
。
廢
井
人
應
滿
、
空
林
虎
自
藏
。
迸
泉
疏
石
竇
、
殘
雨
發
椒
香
。
山
缺
巴
峽
、
江
流
帶
楚
檣
。
憂
農
生
野
思
、
廟
結
雲
裝
。
局
松
移
影
、
聽
琴
墮
光
。
鳥
鳴
開
郡
印
、
去
置
禪
床
。
罷
貢
金
休
鑿
、
凌
筍
更
長
。
公
披
鶴
、
高


行
。
相
見
朱
門
、
麾
幢
拂
 霜
。
馬
戴
は
、
姚
合
の
詩
中
に
あ
る
武
功
體

!素
を
巧
み
に
詩
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
る
。「
局
松
移
影
、
聽
琴
墮
光
。
鳥
鳴
開
郡
印
、
去
置
禪
床
」
な
ど
は
、
そ
の
ま
ま
姚
合
の
「
武
功
縣
中
作
三
十
首
」
の
中
に
お
い
て
も
"和
感
の
な
い
詩
句
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
第
一
聯
「
老
懷
淨
、
乞
去
守
洵
陽
」
は
、
無
爲
の
政
治
を
語
る
。
姚
合
の
無
爲
の
治
に
對
す
る
願
#は
、
魏
$
%度
從
事
の
時
期
の
「
寄
絳
州
李
使
君
」
に
始
ま
り
、
こ
の
「
金
州
書
事
寄
山
中
舊
友
」
に
も
繼
承
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
馬
戴
詩
の
第
一
句
「
老
懷
&淨
&
&」
が
、
姚
合
の
そ
の
早
年
の
作
「
寄
絳
州
李
使
君
」
の
第
一
句
「
獨
施
&
靜
&
&」
を
意
識
し
て
踏
襲
す
る
こ
と
に
は
、
特
に
'意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
姚
合
が
早
年
に
懷
い
た
無
爲
の
治
「
靜
」
の
願
#を
、
金
州
刺
史
と
な
る
老
年
に
至
る
ま
で
懷
き
續
け
て
來
た
こ
と
を
、
馬
戴
は
姚
合
の
た
め
に
代
辯
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
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＊
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＊
＊
＊
姚
合
は
開
元
年
（
836、
56
）
の
春
、
杭
州
刺
史
を
罷
め
て
、
門
下
省
の
左
諫
議
大
夫
と
し
て
長
安
に
歸
任
し
、
そ
の
後
給
事
中
に
轉
ず
る
（
）。
春
書
事
姚
合
窮
巷
少
菲
窮
巷
菲
少
く
苔
一
徑

苔
一
徑
か
な
り
酒
醒
聞
客
到
酒
醒
め
て
客
の
到
る
を
聞
き
年
長
	春
歸
年
長
け
て
春
の
歸
る
を
	る
宿
願
眠
雲


宿
願
雲

に
眠
ら
ん
名
繋


名

に
繋
が
る
未
因
丞
相
庇
未
だ
丞
相
の
庇
け
に
因
ら
ざ
れ
ば
得

衣
衣
を
す
る
を
得
る
こ
と
し
（
大
意
）
貧
家
に
は
、
春
な
の
に
も
少
な
い
。
た
だ
苔
生
し
た
小
徑
だ
け
が
じ
て
い
る
。
來
客
が
あ
っ
て
、
よ
う
や
く
酒
の
眠
り
か
ら
覺
め
、
年
を
取
っ
た
の
で
、
春
が
ぎ
去
っ
て
い
く
の
を
呆
然
と
見
	る
だ
け
だ
。
宿
願
は
、
雲
が
た
な
び
く
山
に
隱
遁
す
る
こ
と
な
の
に
、
名
は
、
心
な
ら
ず
も
役
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
。
ま
だ
丞
相
の
お
許
し
が
な
い
た
め
に
、
官
を
ぎ
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
の
だ
。
こ
の
詩
は
、
左
諫
議
大
夫
と
い
う
正
五
品
上
の
高
官
の
作
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
讀
む
必
が
あ
る
。
姚
合
が
任
官
し
た
左
諫
議
大
夫
・
給
事
中
は
、
に
正
四
品
官
で
あ
る
侍
（
六
部
の
長
官
）
を
狙
う
十
分
に
高
官
の
地
位
に
ま
で
昇
っ
て
い
た
（
）。
韓
愈
が
、
吏
部
侍
（
正
四
品
上
）
を
最
官
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
白
居
易
の
最
の
京
官
が
刑
部
侍
（
正
四
品
下
）
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
時
點
で
、
す
で
に
姚
合
は
相
當
に
榮
し
て
た
。
し
か
し
こ
の
詩
を
讀
む
限
り
、
政
府
の
高
官
の
作
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
、
く
つ
ろ
い
だ
倦
怠
感
が
漲
っ
て
い
る
。
春
な
の
に
も
な
い
貧
家
、
た
だ
苔
生
し
た
小
徑
だ
け
が
庭
に
じ
て
い
る
。
來
客
が
無
け
れ
ば
、
酒
に
よ
っ
て
眠
り
續
け
、
い
つ
の
に
か
春
が
去
っ
て
ゆ
く
。
こ
う
し
て
詩
の

は
、
無
氣
力
な
己
れ
が
 ま
う
侘
び
寂
び
た
世
界
を
!き
出
す
。
詩
の
後
は
、
例
に
よ
っ
て
歸
隱
の
願
い
の
吐
露
と
な
る
。
と
は
い
え
高
ら
か
に
「
歸
去
來
兮
」
を
歌
う
氣
"は
な
く
、
丞
相
が
#休
を
$め
て
く
れ
た
ら
ば
有
い
と
、
他
人
任
せ
の
態
度
に
始
す
る
。
作
品
%體
を
支
配
す
る
の
は
、
無
氣
力
な
倦
怠
感
で
あ
る
。
ま
た
良
く
言
え
ば
、
意
欲
を
放
棄
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
心
の
安
ら
ぎ
で
あ
る
。姚
合
は
、
初
任
官
の
魏
&
'度
使
從
事
の
時
期
か
ら
、
榮
し
た
こ
の
時
期
に
至
る
ま
で
、
「
貧
・
鄙
・
老
・
病
・
束
・
怠
・
隱
」
を
基
(
姚
合
の
官
歴
と
武
功
体
（
松
原
）
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に
し
た
、
自
己
を
世
界
の
片
隅
に
生
き
る
と
し
て
く
文
學
を
作
り
續
け
た
の
で
あ
る
。
結
論
「
姚
合
の
官
と
武
功
體
」
と
い
う
小
論
の
題
目
に
立
ち
っ
て
、
結
論
を
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
姚
合
の
文
學
は
、
彼
が
早
年
に
武
功
縣

に
任
官
し
て
い
た
時
期
に
確
立
し
た
「
武
功
體
」
と
よ
ば
れ
る
樣
式
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
。
武
功
體
の
文
學
と
は
、
自
己
の
境
	が
貧
窮
・
邊
鄙
・
老
年
・
疾
病
の
負
の

態
に
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
、
職
務
へ
の
倦
怠
と
、
歸
隱
へ
の
願
を
べ
る
こ
と
を
特
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
武
功
體
に
つ
い
て
の
論
た
ち
は
、
姚
合
が
訴
え
る
貧
窮
・
邊
鄙
・
老
年
・
疾
病
を
そ
の
ま
ま
事
實
と
し
て
受
け
入
れ
、
下
官
僚
に
沈
淪
す
る
の
悲
哀
を
べ
る
文
學
と
し
て
理
解
し
て
き
た
。
ま
た

と
い
う
閉
塞
し
た
況
の
中
で
、
姚
合
と
境
	を
共
に
す
る
士
た
ち
を
代
辯
す
る
文
學
と
し
て
理
解
し
て
き
た
。
し
か
し
姚
合
自
身
が
武
功
縣

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
明
す
る
か
は
と
も
か
く
、
事
實
と
し
て
、
京
兆
府
の
畿
縣
で
あ
る
武
功
縣
の

は
、
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
の
入
り
口
に
當
た
る
官
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
俸
錢
も
、
地
方
の

の
生
活
を
十
分
に
支
え
る
に
足
る
額
で
あ
る
。
こ
の
客


な
事
實
を
無
し
て
、
姚
合
の
武
功
體
を
論
ず
る
こ
と
は
、
空
し
い
仕
業
と
言
う
ほ
か
あ
る
ま
い
。
な
お
し
ば
し
ば
論
た
ち
は
、
武
功
縣

だ
け
で
は
な
く
、
姚
合
が
に
任
官
し
た
萬
年
縣
尉
（
從
八
品
下
）
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が

官
で
あ
る
こ
と
を
べ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
萬
年
縣
は
、
大
明
宮
を
含
む
長
安
の
朱
雀
大
街
以
東
の
地
を
管
す
る
最
重
の
赤
縣
で
あ
り
、
そ
の
政
廳
も
、
東
市
に
接
す
る
宣
陽
坊
に
あ
っ
た
。
そ
の
萬
年
縣
の
縣
尉
は
、
に
監
察
御
史
へ
の
昇
任
を
狙
い
う
る
衆
人
羨
の
美
職
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
武
功
縣

・
萬
年
縣
尉
に
つ
い
て
は
、
表
面
に
見
え
る
官
品
で
は
な
く
、
そ
れ
が
士
人
の
で
ど
の
よ
う
に
價
さ
れ
て
い
た
か
を
正
確
に
知
る
必
が
あ
る
。
こ
の
方
面
の
究
と
し
て
、
礪
波
 『
代
政
治
!會
史
究
』
（
同
朋
!一
九
九
〇
年
）
に
收
め
る
「
代
使
院
の
僚
佐
と
辟
召
制
」
「
代
の
縣
尉
」
、
ま
た
"瑞
和
『

代
基
#文
官
』
『
代
中
#文
官
』
（
臺
灣
・
聯
經
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
〇
八
年
。
$
は
北
京
・
中
%書
局
よ
り
二
〇
〇
八
年
に
改
版
發
行
）
は
、
大
い
に
&發
な
業
績
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
＊
＊
＊
＊
＊
姚
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
學
と
官
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
こ
と
が
確
'で
き
る
。
ま
ず
文
學
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
武
功
體
の
作
風
は
、
武
功
縣

に
就
任
す
る
以
$の
、
初
任
官
で
あ
る
魏
(
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度
從
事
の
時
期
か
ら
す
で
に

し
て
い
た
。
ま
た
そ
れ
以
後
の
時
期
に
お
い
て
も
年
に
至
る
ま
で
、
そ
の
作
風
は
維
持
さ
れ
て
い
た
。
武
功
體
は
、
武
功
縣

と
い
う
特
定
一
時
期
の
境
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
く
、
姚
合
の
體
質
と
一
體
	し
た
文
學
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
必

で
あ
る
。
に
官
に
つ
い
て
は
、
姚
合
は
殆
ど
範
な
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
辿
っ
て
榮
し
て
い
る
。
姚
合
の
官
を
改
め
て
書
き
出
せ
ば
（
第
一
參
照
）、
①
度
官
（
試
祕
書
省
校
書
・
正
九
品
上
）、
②
度
參
謀
（
試
太
常
寺
協
律
・
正
八
品
上
？
）、
③
察
支
使
（
試
太
常
寺
協
律
・
正
八
品
上
？
）、
④
武
功
縣

（
正
九
品
上
）、
⑤
萬
年
縣
尉
（
從
八
品
下
）、
⑥
監
察
御
史
（
正
八
品
上
）、
⑦
殿
中
侍
御
使
（
正
七
品
上
）、
⑧
侍
御
使
（
從
六
品
下
）、
⑨
部
員
外
（
正
六
品
上
）、
⑩
金
州
刺
史
（
從
三
品
）、
⑪
刑
部
中
（
從
五
品
上
）、
⑫
部
中
（
從
五
品
上
）、
⑬
杭
州
刺
史
（
從
三
品
）、
⑭
左
諫
議
大
夫
（
正
五
品
上
）、
⑮
陝

察
使
（
御
史
中
丞
、
正
五
品
上
）、
⑯
給
事
中
（
正
五
品
上
）、
⑰
右
諫
議
大
夫
（
正
四
品
下
）、
⑱
祕
書
監
（
從
三
品
）、
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
⑥
～
⑯
（
但
し
地
方
官
の
⑩
⑬
を
除
く
）
は
、
『

書
』
卷
四
二
「
職
官
」
に
お
い
て
「
官
」
、
ま
た
⑱
は
「

官
」
に
分
さ
れ
る
公
然
た
る
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
で
あ
る
（
第
二
參
照
）。
ま
た
④
⑤
は
、
そ
の
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
の
入
り
口
に
位
置
す
る
衆
人
羨
の
官
職
で
あ
っ
た
。
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
封
演
『
封
氏
聞
見
記
』
卷
三
に
「
八
儁
」
と
し
て
記
す
も
の
、
び
白
居
易
の
「
策
林
」
三
十
一
「
大
官
乏
人
、
由
不
愼
小
官
也
」
に
記
す
も
の
が
代
表
で
あ
る
。
・
宦
之
士
、
自
士
而

貫
有
八
儁
。
一
曰
士
出
身
、
制
策
不
入
。
二
曰
校
書
、
正
字
不
入
。
三
曰
畿
尉
、
〔
畿
丞
〕
不
入
。
四
曰
監
察
御
史
、
殿
中
〔
侍
御
使
〕
不
入
。
五
曰
拾
 、
補
闕
不
入
。
六
曰
員
外
、
中
不
入
。
言
此
八
尤
爲
儁
捷
、
直
登
宰
相
、
不

嘛
餘
官
也
。
（
封
演
『
封
氏
聞
見
記
』
卷
三
）
（
!）
・
臣
伏
見
國
家
公
卿
將
相
之
"、
於
丞
給
舍
。
丞
給
舍
之
材
、
於
御
史
 補
官
。
御
史
 補
官
之
#、
於
祕
$校
正
畿
赤
尉
（
松
原
補
%：
祕
書
省
$作
局
校
書
・
正
字
、
畿
縣
赤
縣
の

・
尉
）。
雖
未
盡
是
、
十
常
六
七
焉
。
（
白
居
易
「
策
林
」
三
十
一
、『
白
氏
長
慶
集
』
卷
四
六
）
封
演
の
八
儁
は
、
（
士
・
制
策
）
⇒
（
校
書
・
正
字
）
⇒
（
畿
尉
・
畿
丞
）
⇒
（
監
察
御
史
・
殿
中
侍
御
使
）
⇒
（
左
右
拾
 ・
左
右
補
闕
）
⇒
（
員
外
・
中
）
と
整
理
さ
れ
る
。
ま
た
白
居
易
の
も
の
は
基
&・
中
&・
高
&の
三
段
階
に
分
け
て
、（
祕
書
省
$作
局
校
書
・
正
字
、
お
よ
び
畿
縣
赤
縣
の

・
尉
）
⇒
（
監
察
御
史
・
殿
中
侍
御
使
・
侍
姚
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の
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御
使
・
左
右
拾
・
左
右
補
闕
・
員
外
・
中
）
⇒
（
書
左
右
丞
・
侍
・
給
事
中
・
中
書
舍
人
）
と
整
理
さ
れ
る
。
白
居
易
の
も
の
を
基
準
と
す
れ
ば
、
封
演
の
八
儁
は
、
高
を
含
ん
で
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
高
の
官
職
は
、
實
際
に
は
衆
目
の
一
す
る
と
こ
ろ
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
る
。
從
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
基
・
中
の
段
階
で
あ
る
。
そ
の
點
も
考
慮
す
れ
ば
、
兩
の
共
性
の
高
さ
が
改
め
て
分
か
る
。
つ
ま
り
こ
れ
が
、
當
時
の
官
僚
に
お
け
る
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
の
念
だ
っ
た
。
な
お
一
點
	意
し
た
い
の
は
、
封
演
の
「
畿
尉
・
畿
丞
」
が
、
白
居
易
で
は
「
畿
縣
赤
縣
の


・
尉
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
姚
合
は
、
畿
縣
（
武
功
縣
）


で
あ
り
、
白
居
易
の
基
準
の
中
で
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
に
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
確
し
て
お
き
た
い
。
姚
合
の
流
官
と
し
て
の
履
は
、
最
初
の
試
校
書
・
試
太
常
寺
協
律
が
、
實
職
で
は
な
く
、
職
官
が
帶
び
る
京
銜
で
あ
る
こ
と
を
例
外
と
す
れ
ば
、
實
に
こ
の
コ
ー
ス
を
辿
っ
て
い
る
。
姚
合
は
、
如
何
な
る
意
味
で
も
エ
リ
ー
ト
官
僚
だ
っ
た
。
こ
の
姚
合
を
、
下
官
僚
に
沈
淪
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
は
、
假
に
初
期
の
官
（
武
功
縣


・
萬
年
縣
尉
）
の
範
圍
に
限
定
し
て
み
て
も
、
明
ら
か
に
事
實

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
姚
合
の
武
功
體
は
、
姚
合
の
官
と
切
り
離
し
て
論
ず
る
必
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
從
來
の
よ
う
に
、
姚
合
の
官

價
の

に
基
づ
い
て
、
武
功
體
と
下
官
僚
の
境
と
を
短
絡
す
る
論
法
は
、
い
っ
た
ん
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
【
】
（
１
）
姚
合
の
生
卒
年
、
お
よ
び
最
官
が
祕
書
少
監
で
は
な
く
祕
書
監
で
あ
る
こ
と
は
、
年
出
土
し
た
「
故

大
夫
守
祕
書
監
禮
部

書
興
姚
府
君
銘
并
序
」（
以
下
「
姚
合
誌
」）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
從
っ
て
、
姚
合
の
詩
集
が
『
姚
少
監
詩
集
』
で
あ
る
の
は
、
解
に
基
づ
く
名
稱
と
な
る
。
な
お
最
官
は
、
從
來
よ
り
懸
案
と
さ
れ
て
い
た
。
郭
文
鎬
「
姚
合
仕
履
考
略
」（『
浙
江
學
刊
』
一
九
八
三
年
第
三
期
、
四
三
頁
）
に
の
よ
う
に
問
題
點
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
「
姚
合
官
祕
書
監
、
有
羅
振
玉
《
李
公
夫
人
興
姚
氏
基
誌
跋
》
（
《
貞
松
老
人
稿
（
丁
戊
稿
）》
爲
證
、
其
云
：「
此
誌
夫
人
從
子
瀝
貢
 士
潛
撰
、
稱
夫
人
…
祕
書
監
禮
部
書
我
府
君
之
女
弟
也
。
」
該
誌
爲
姚
合
子
姚
潛
撰
、
共
稱
父
「
祕
書
監
禮
部
書
」、
當
不
有
。
《
新
傳
》、《
郡
齋
讀
書
誌
》、《
詩
紀
事
》
等
亦
倶
謂
合
「
祕
書
監
」。
徐
希
!同
志
《
姚
合
雜
考
》
尤
不
信
、
云
：
「
方
干
有
《
哭
祕
書
姚
少
監
》
詩
、
又
有
《
"故
祕
書
姚
少
監
宅
》、
可
知
「
姚
監
」
、「
姚
少
監
」
之
省
稱
也
」
。
《
#
詩
》
卷
六
五
〇
方
干
《
哭
祕
書
姚
少
監
》
、
《
文
$
%
&》
卷
三
〇
四
恰
作
《
哭
祕
書
姚
監
》、《
#
詩
》
、
姚
監
固
非
姚
少
監
之
省
稱
矣
」。
（
２
）
四
庫
提
「
姚
少
監
詩
集
」
條
に
、「（
毛
晉
）
又
稱
得
宋
治
!四
年
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
90
王
頤
石
刻
武
功
縣
詩
三
十
首
。
其
序
字
句
。
皆
有
不
同
」
と
記
す
。
一
卷
本
が
行
し
て
い
た
證
據
と
な
る
。
（
３
）
一
例
と
し
て
、
同
一
等
の
縣
で
あ
れ
ば

は
尉
よ
り
も
上
だ
が
、
等
の
な
る
縣
で
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
赤
縣
で
あ
る
萬
年
縣
尉
（
從
八
品
下
）
は
、
畿
縣
で
あ
る
武
功
縣

（
正
九
品
上
）
よ
り
上
で
あ
る
。
（
４
）
蘇
絳
「
賈
司
倉
	誌
銘
」（『


文
』
卷
七
六
三
）
に
「
會
昌
癸
亥

七
二
十
八
日
。
于
郡
官
舍
。
春
秋
六
十
有
四
」
と
明
記
さ
れ
る
。
（
５
）
賈
島
詩
の
詩
題
「
喜
姚
中
自
杭
州
迴
」
に
見
え
る
「
中
」
は
、
京
官
と
し
て
の
最
高
官
（
こ
の
場
合
は
杭
州
刺
史
と
な
る
の
「

部
中
」）
を
稱
謂
に
添
え
る
慣
例
に
從
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
６
）
『
典
』
卷
三
三
「
職
官
十
五
」
州
郡
下
「
縣
令
」
に
、「
大
縣
有
「
赤
」（
三
府
共
有
六
縣
）・「
畿
」（
八
十
二
）・「
」（
七
十
八
）・「
緊
」
（
百
一
十
一
）・「
上
」（
四
百
四
十
六
）・「
中
」（
二
百
九
十
六
）・「
下
」
（
五
百
五
十
四
）
七
等
之
差
（
京

治
爲
赤
縣
、
京
之
旁
邑
爲
畿
縣
。
其
餘
則
以
口
多
少
、
地
美
惡
爲
差
）。
凡
一
千
五
百
七
十
三
縣
」。
（
７
）
結
論
に
提
示
し
た
封
演
『
封
氏
聞
見
記
』
卷
三
「
八
儁
」
、
び
白
居
易
の
「
策
林
」
三
十
一
を
參
照
。
な
お
監
察
御
史
が
氣
の
エ
リ
ー
ト
を
え
る
特
別
の
官
職
で
あ
る
こ
と
は
、
六
品
以
下
の
官
職
が
吏
部
の
任
命
（
銓
）
に
よ
る
中
で
、
正
八
品
上
に
ぎ
な
い
監
察
御
史
が
皇
自
ら
の
任
命
（
敕
授
）
の
形
式
を
取
る
と
こ
ろ
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
瑞
和
『
代
中
文
官
』
（
聯
經
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
「
第
一
章
監
察
御
史
・
殿
中
侍
御
史
和
侍
御
史
」
の
「
第
三
御
史
 
任
」
參
照
。
ま
た
!體
例
と
し
て
、
王
叔
文
ら
の
永
貞
改
革
に
參
畫
し
て
失
脚
し
た
柳
宗
元
と
劉
禹
錫
が
、
當
時
そ
れ
ぞ
れ
「
監
察
御
史
裏
行
↓禮
部
員
外
」
「
監
察
御
史
↓屯
田
員
外
」
の
經
を
榮
"し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
傳
奇
「
人
虎
傳
」
（
中
島
敦
「
山
記
」
の
#本
）
で
、
袁
$が
監
察
御
史
に
出
世
し
て
登
場
す
る
こ
と
も
、
監
察
御
史
の
%會
 
&價
を
知
る
上
で
參
考
に
な
る
。
（
８
）
畿
縣
は
長
安
に
限
ら
ず
、
洛
陽
・
太
原
な
ど
の
'圍
に
も
配
置
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
長
安
'邊
の
畿
縣
の
&價
が
高
か
っ
た
。
（
９
）
『
太
(寰
宇
記
』
卷
二
七
關
西
)三
・
雍
州
三
「
武
功
縣
」
に
「（
長
安
）
西
北
一
百
四
十
里
」。
（
10）
『
太
(廣
記
』
卷
一
七
〇
「
幽
*鼓
吹
」
「
+況
」
條
に
、
「
,書
白
居
易
應
舉
、
初
至
京
、
以
詩
-
.作
+況
。
況
覩
姓
名
、
熟
/白
公
曰
「
米
價
方
貴
、
居
亦
弗
易
」」。
（
11）
俸
錢
額
は
、
瑞
和
『
代
基
文
官
』
第
六
章
「
文
官
俸
錢
其
他
」
に
よ
る
。
な
お
該
書
に
は
0察
支
使
の
項
が
な
い
の
で
、
掌
書
記
の
俸
錢
を
1用
。
『
冊
府
元
龜
』
卷
五
〇
八
に
「
觀
察
支
使
一
員
、
其
俸
料
春
2衣
賜
仍
准
掌
書
記
例
支
3」
と
あ
り
、
0察
支
使
の
地
位
・
待
4は
掌
書
記
と
ほ
ぼ
同
等
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
戴
5
6
『
代
使
府
與
文
學
7究
』
（
江
西
師
範
大
學
出
版
%、
一
九
九
八
年
）
の
「
支
使
」
の
8明
に
よ
れ
ば
、
「
0察
支
使
の
地
位
は
、
必
ず
し
も
掌
書
記
の
下
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
」
（
四
八
頁
）
と
あ
る
。
な
お
官
僚
の
俸
給
は
、
ご
と
に
支
給
さ
れ
る
俸
錢
と
、
年
ご
と
の
祿
米
の
二
つ
か
ら
な
る
が
、
姚
合
の
祿
米
は
京
銜
の
校
書
・
太
常
協
律
の
姚
合
の
官
歴
と
武
功
体
（
松
原
）
91
規
定
に
從
っ
て
支
給
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
礪
波
『
代
政
治

會
史
究
』
（
同
朋
、
一
九
九
〇
年
）
一
一
八
頁
「
第
Ⅰ
部
宋
の
變
革
と
使
職
、
第
三
章
代
使
院
の
僚
佐
と
辟
召
制
」
に
、「
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀

に
か
け
て
の
時
期
に
お
け
る
使
院
の
僚
佐
た
ち
が
支
給
さ
れ
た
俸
錢
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
表
に
示
さ
れ
た
額
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
使
院
に
お
け
る
	職
官
の
地
位
の
上
下
に
よ
っ
て
、
段
階
を
つ
け
て
受
け
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
祿
米
の
方
は
、
何
を
基
準
に
さ
れ
た
か
と
い
え
ば
、
お
そ
ら
く
、
彼
ら
が
帶
び
て
い
た
檢
校


試
の
職
事
官
の
官
品
に
應
じ
て
、
支
給
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
」。
（
12）
度
使
の
軍
府
に
文


素
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
田
弘
正
は
軍
人
上
が
り
で
あ
る
が
、
度
使
と
な
っ
て
文
を
重
し
た
。
『

書
』
卷
一
四
一
「
田
弘
正
傳
」
に
「（
田
）
弘
正
樂
聞
代
忠
孝
立
功
之
事
、
於
府
舍
書
樓
、
聚
書
萬
餘
卷
、
事
之
隙
、
與
佐

論
古
今
言
行
可
否
。
今
河
朔
有
『
沂
公
史
例
十
卷
』
、
弘
正
客
爲
弘
正

也
」
。
ま
た
彼
が
姚
合
に
目
を
挂
け
た
の
も
、
文

重
の
現
れ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
軍
府
で
あ
り
、
し
か
も
魏

が
不
順


と
對
峙
す
る
最
面
だ
っ
た
の
は
事
實
で
あ
る
。
な
お
度
使
の
	府
の
文


境
に
つ
い
て
は
、

11に
記
す
戴

『
代
使
府
與
文
學
究
』
第
二
章
「
使
府
中
文
雰
圍
」
を
參
照
。
（
13）
「
姚
合
誌
」
の
「
韓
文
公
尹
京
兆
、
愛
 才
、
奏
爲
萬
年
尉
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
萬
年
縣
尉
!擢
に
は
京
兆
尹
韓
愈
の
推
挽
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
事
實
で
あ
れ
ば
、
姚
合
傳
記
究
の
大
き
な
發
見
で
あ
る
。
（
14）
陶
"年
譜
は
、
『
冊
府
元
龜
』
卷
一
三
一
「
#王
部
・
$賞
第
二
」
の
「
（
寶
%）
二
年
四
、
以
姚
元
崇
玄
孫
京
兆
府
富
&縣
尉
合
、
爲
監
察
御
史
。
以
宋
'曾
孫
太
常
寺
大
樂
(令
堅
、
爲
京
兆
府
富
&
縣
尉
」
の
記
載
に
よ
っ
て
、
富
&縣
尉
を
こ
の
時
に
辭
任
し
、
萬
年
縣
尉
辭
任
は
富
&縣
尉
就
任
以
と
考
え
る
。
こ
れ
に
對
し
て
郭
文
鎬
年
譜
、
な
ら
び
に
朱
關
田
誌
題
記
は
、
富
&縣
尉
就
任
そ
の
も
の
が
な
か
っ
た
と
す
る
。
本
稿
は
、
後
)の
*に
よ
る
。
（
15）
『（
+訂
釋
）
,
詩
』
（
文

-
.出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
第
三
冊
（
項
目
執
筆
：
陶
"・
湯
麗
）
の
釋
に
、
「
/
0：
1瑣
0、
指
門
下
省
。
…
…
時
姚
合
在
門
下
省
給
事
中
任
、
故
云
」
と
あ
る
。
も
っ
と
も
姚
合
の
門
下
省
の
官
2に
は
左
諫
議
大
夫
と
、
そ
の
後
の
給
事
中
の
二
つ
が
あ
り
、
給
事
中
に
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
16）
姚
合
自
身
は
、
そ
の
後
、
中
書
省
の
右
諫
議
大
夫
（
正
四
品
下
）
、
祕
書
省
の
祕
書
監
（
從
三
品
）
ま
で
昇
3し
て
い
る
。
結
論
も
參
照
。
（
17）
括
弧
の
中
は
、
礪
波
『
代
政
治
會
史
究
』
一
五
九
頁
に
據
っ
て
補
う
。
「
不
入
」
は
、
4瑞
和
『
代
中
5文
官
』
「
6言
」
三
〇
頁
に
據
れ
ば
衍
字
と
さ
れ
る
。
［
附
記
］
本
稿
は
「
第
九
屆
代
文
學
.
討
會
」
（
二
〇
〇
九
年
九
、
於
臺
灣
大
學
）
で
行
っ
た
口
頭
發
表
「
姚
合
文
學
和
他
仕
履
」
の
發
表
原
稿
に
加
筆
修
訂
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
會
場
に
お
い
て
京
7女
子
大
學
の
愛
甲
弘
志
氏
、
復
旦
大
學
の
陳
8君
氏
よ
り
新
出
土
の
「
姚
合
誌
」
に
つ
い
て
貴
重
な
御
9示
を
頂
戴
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
す
る
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
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